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Jヽ 菅神社のスギ並木

戸隠西原のシナノキ

伝川柳将軍塚古墳出土品

細形銅剣

村上氏城館跡

麻績城跡

本原のアキニレ

小泉・下塩尻及び南条の岩鼻
青柳氏城館跡

木造阿弥陀如来坐像

紙本墨書著色正保の信濃国絵図
4ヽ泉のシナノイルカ

鋼製鰐口

石造五輪塔
塩田城跡

津金寺宝塔
笠取峠のマツ並木
木造十一面観音立像
木造金剛力士像
諏訪大社下社拝幣殿

諏訪大社下社秋宮神楽殿

諏訪大社上社本宮拝幣殿

鋼製鰐口

田立の滝
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ま
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が

き

本
調
査
報
告
は
昭
和
四
十
五
年
か
ら
同
四
十
九
年
度
ま
で
に
指
定
し
た
物
件
の
う
ち
、

勝

一
件
、
長
野
県
天
然
記
念
物
十
六
件
、
計
三
十
四
件
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
及
び
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

会
か
ら
多
大
な
御
配
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

昭
和
五
十
三
年
二
月

長
野
県
宝
十
三
件
、
長
野
県
史
跡
四
件
、
長
野
県
名

特
に
地
元
の
文
化
財
の
所
有
者

・
市
町
村
教
育
委
員

長

野

県

教

育

委

員

会
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野

県

宝



木
造
金
剛
力
士
立
像

こ
の
像

は
、
阿

・
咋

＾
対

の
金
剛
カ
ｌｆ
像

で
、

ケ
ヤ
キ
材

一
本
造
り
の
立
像

で

あ
る
）

画
像
共
、
急
怒
相
を
呈
し
て
お
り
限
限
で
あ
る
。
阿
形
は
、
顔
を
右
前
方

に
向

け
、

プｌｉ
腕
を
挙
げ
肘
を
曲
げ

て
、
頭
部
左
Ｌ
で

学

を
内

に
し
て
谷
を

つ
く
る
。

有
腕
を
脇

に
ド
げ
学
を
ド

に
向
け
五
指
を
開
き
、
腰
を
左
後

に
引
き
、
重
心
を
左

足

に
か
け
て
右
足
を
有
前

に
出

し
て
立

っ
て
い
る
．
咋
形
は
、
顔
を
左
前
方

に
向

け
、
左
肘
を
外

に
張
り
掌
を
下

に
向
け
て
谷
を

つ
く
る
。
右
肘
を
曲
げ
学
を
前
方

に
向
け
て
出

し
五
指
を
‐―――
き
、
体

の
■
心
を
有
足

に
か
け
て
腰
を
有
後

に
引
き
左

足
を
／
１ｉ
前

に
出

し
て
↓
ち

て
い
る
。

法
畦

は
次

の
と
お
り
で
あ
る
り

（単
位
■
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

〔
阿
形
〕

拓隊
市
‐‐‐―
　
　
一

山
――‐
―

一―――
張
り

腰
張
り

〔咋
形
〕

続い
一同
　
　
一

――――
幅

「■  ri
ノく L

頂
―
頻
　
四
七

面
奥

　
　
三
四

・
ｒ

胸
厚
　
　
四
〓

足
先
開
き
　
七

一

膜
―
顎
　
四
六

面
奥
　
　
一千
ハ

交 所
41

)■  )也

束
筑
摩
――――
波
田
町
四
圧
ｔ
●
番
地

松
本
電
鉄
波
田
駅

阿形金同1カ |:像咋形金1可 1カ li像



一月
張
り
　
七
三
　
　
胸
厚
　
四
三

・
五

腰
張
り
　
六
五
　
　
足
先
開
き
　
エハ
七

両
像
共
、
彩
色

（創
落
）
を
施
し
、
彫
限
で
単
讐
で
あ
る
。

構
造
は
、
阿
形
は
、
頭

・
体
部
を
共
木
と
す
る
ほ
か
、
背
部
、
左
腰
外
側
、
右

膝
下
、
右
裳
裾
を
そ
れ
ぞ
れ
縦
に
矧
ぐ
。
ま
た
、
両
肩
、
右
肘
、
左
手
首
先
、
同

足
首
、
右
足
先
、
同
足
首
前
を
そ
れ
ぞ
れ
矧
付
け
と
し
て
い
る
。
咋
形
は
、
頭

・

体
部
を
共
本
と
す
る
ほ
か
、
背
部
、
右
腰
外
側
、
左
膝
下
、
右
膝
下
で
そ
れ
ぞ
れ

縦
に
矧
ぐ
。
さ
ら
に
、
左
肘
、
右
肘
、
同
手
首
先
、
左
足
先
、
右
足
先
を
そ
れ
ぞ

れ
矧
付
け
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
阿
形

・
咋
形
共
に
そ
の
構
造
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
肉
取
り
が
み
ご

と
で
力
が
充
実
し
た
像
で
あ
る
。
こ
と
に
、
面
貌
の
念
怒
相
や
頸
筋
と
共
に
、
体

躯
に
力
の
張

っ
た
姿
態
の
動
的
表
現
は
勝
れ
て
い
る
。
ニ
メ
ー
ト
ル
半
に
及
ぶ
こ

の
大
像
を
破
綻
す
る
こ
と
な
く
ま
と
め
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
仏
師
妙
海
の
勝

れ
た
彫
技
が
う
か
が
わ
れ
る
。
腰
下
の
裳
の
衣
文
を
軽
や
か
に
し
て
い
る
が
、
か

え
っ
て
こ
れ
が
こ
の
像
の
特
色
と
な

っ
て
い
る
。
妙
海
の
製
作
に
か
か
る
鎌
倉
時

代
の
仏
像
は
、
菩
薩
像
と
し
て
は
、
上
伊
那
郡
辰
野
町
の
十

一
面
観
音
像

（重
要

文
化
財
指
定
）
ほ
か
四
躯
を
数
え
る
が
、
天
部
像
と
し
て
は
、
こ
の
二
像
の
み
で

あ
り
、
得
難
い
像
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
像
は
、
か
つ
て
密
教
寺
院
で
あ

っ
た
若
沢
寺
の
仁

王

で
あ
っ
た

が
、
同
寺
が
廃
寺
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
地
に
移
さ
れ
た
も

の
で
あ

スυ
。〔銘

文
〕

（阿
形
　
像
内
脇
部
塁
書
）

大
勧
進
金
剛
仏
子
良
円
生
年
六
十

一
也

奉
　
造
立
二
王
一
一然
元
亨
二
年
秋
軸
十
月
十
七
日

大
檀
那
源
重
久

仏
師
善
光
寺
妙
海
生
年
二
十
□
也

（咋
形
　
像
内
背
部
塁
書
）

大
勧
進
金
剛
仏
子
良
円
生
年
六
十

〓

奉
　
造
立
二
王
二
然
　
一匹
量

一年
獣
麟
正
月
日

大
檀
那
源
重
久

仏
子
善
光
寺
沙
海
生
年
二
十
□



伝
川
柳
将
軍
塚
古
墳
出
土
品

長
野
市
篠
ノ
井
石
川
字
湯
の
人
の
山
頂
に
築
か
れ
て
い
る
川
柳
将
軍
塚
古
墳
は

享
保
年
間
乃
至
寛
政

一
二
年
時
に
村
人
に
よ
り
発
掘
さ
れ
た
が
出
上
遺
物
は
寛
政

代
に
入
り
松
代
藩
に
よ
り
没
収
、
明
治
に
入
り
廃
落
後
、
石
川
村
に
帰
さ
れ
、
布

施
神
社
に
本
納
、
神
宝
と
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
布
施
神
社
所
蔵
遺
物
は
そ
の

経
過
か
ら
川
柳
将
軍
塚
古
墳
出
上
遺
物
と
し
て
取
り
扱

り
こ
と
の
穏
当
さ
が
首
肯

げ

3)
_ゝ“/

伝川柳将軍塚占墳出土品
所
在
地

交
　
通

長
野
市
篠
ノ
井
、
上
石
川
、
布
施
神
社

篠
ノ
井
線
篠
ノ
井
駅

で
き
る
も
、
伝
来
で
あ
る
が
た
め
、
松
代
落
内
に
お
い
て
他
品
と
の
混
希
も
想
像

さ
れ
る
の
で
、
伝
川
柳
将
軍
塚
古
墳
出
上
品
と
し
て
慎
重
を
期
し
た
。
出
土
品
の

内
容
は
鏡
鑑
六
面
、
琴
柱
形
石
製
品
二
点
、
Ｉ
類
と
し
て
勾
玉

・
管
工

・
棗
王

・

小
Ｉ
等
が
あ
る
。

鏡
鑑
六
面
の
内
容
と
し
て
、
「
異
体
字
日
月
銘
内
行
花
文
鏡
」

一
面
は
い
わ

ゆ

る
前
漢
鏡
で
径

一
一
・
七
、
反
り
一０

・
三
、
縁
厚
〇

・
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

白
鋼
色
を
呈
し
、
鏡
ず
れ
が
著
し
い
。
珠
文
鏡

一
面
は
紡
製
で
、
径
六

・
八
、
縁

厚
〇

。
一
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
薄
手
の
も
の
で
青
針
を
お
び
て
い
る
。
鉦
座
に

続
い
て
珠
文
帯
が
あ
り
、
櫛
歯
及
び
鋸
歯
文
帯
を
距
て
て
素
縁
に
終

っ
て
い
る
。

繰
文
鏡

一
面
も
佛
製
で
径
七

・
八
、
縁
厚
〇

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
鉦
を
続
る

素
間
に
続
い
て
獣
形
文
の
極
端
に
異
形
化
し
た
繰
文
の

一
帯
が
あ
り
、
更
に
珠
文

・
櫛
歯

・
鋸
歯
文
帯
を

へ
て
縁
に
終

っ
て
い
る
。
珠
文
鏡

一
面
も
佛
製
で
径
六

・

三
、
縁
厚
０

，
一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
素
国
に
続
い
て
直
線
文
と
珠
文
と
を
交

互
に
配
し
た

一
帯
が
あ
り
、
そ
の
外
に
素
文

・
櫛
歯

。
鋸
歯
文
帯
が
続

っ
て
縁
に

至

っ
て
い
る
．
内
行
花
文
鏡
二
面
は
共
に
　
佛
製
で
、
う
ち

一
面
は
径
七

・
四
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
他
の

一
面
は
従
六

・
六
、
縁
厚
〇

・
三
セ
ン
チ
を
測
る
。
琴
柱

形
石
製
品
の
二
点
は
縦
近
玉
杖
頭
の
初
現
的
形
態
と
し
て
注
意
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、　
一
つ
は
碧
Ｉ
製
で
縦
三

・
五
、
横
六

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
大
き
く
、
他

の

一
点
は
凝
灰
岩
質
で
縦
二

・
五
、
棋
五

・
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と

や

や

小

さ



い
。
舶
と
臓
の
ち
が
っ
た
船
の
側
面
形
を
呈
し
、
大
形
な

一
点
に
は
左
右
ほ
ぼ
対

称
に
四
条
の
引
方
が
施
さ
れ
て
い
る
。
台
部
に
は
二
点
と
も
長
軸
に
沿

っ
た

一
孔

が
穿
た
れ
て
い
る
。
玉
類
の
う
ち
、
勾
玉
は
硬
玉
製
の
も
の
三
点
で
、
う
ち

一
点

は
丁
字
頭
を
と

っ
て
い
る
。
管
玉
に
は
碧
玉
製
の
太
形
の
も
の
と
、
鉄
石
英
製
の

細
形
管
玉
が
あ
り
総
数

一
〇
二
点
、
棗
玉
は

一
点
、
小
玉
は
ガ
ラ
ス
製
で
五
六
〇

点
が
算
え
ら
れ
て
い
る
。

津

金

寺

宝

塔

天
台
宗
恵
日
山
津
金
寺
境
内
観
音
堂
裏
山
の
中
腹
古
松
の
林
間
の
遠
く
浅
間

山
を
望
見
す

ヽ
る
位
置
に
、
三
基
建
立
さ
れ
て
い
る
の
が
津
金
寺
宝
塔
で
あ
る
。

構
造
及
び
形
状

安
山
岩
質
石
材
を
用
い
、
基
壇
、
基
礎
の
上
に
太
鼓
胴
形
の
塔
身
を
た
て
、

方
形
造
り
の
屋
根

（笠
）
を
戴
せ
相
輪
を
立
て
た
積
み
重
ね
式
の
宝

塔

で
あ

Ｚ
Ｏ
。

基
礎
―
第

一
塔
、
第
二
塔
は
二
段
に
造
り
、
上
段
は
塔
身
の
円
底
を
受
け
る
た
め

に
円
形
の
請
座
を
造
り
出
し
、
下
段
の
前
面
左
右
の
側
面
に
輪
郭
を
と
り
、

内
に
格
狭
間
を
彫
刻
し
て
い
る
。
第
三
塔
は
円
座
も
低
く
、
前
面
側
面
と
も

飾
り
は
な
い
。

塔
身
―
上
部
と
下
部
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
た
太
鼓
胴
形
で
頸
を
造
ら
な
い
。
下

部
よ
り
上
部
の
や
や
せ
ば
ま

っ
た
円
筒
形
と
い
う
よ
り
、
中
央
部
に
幾
分
の

ふ
く
ら
み
を
も
た
せ
た
棗
形
と
な

っ
て
い
る
。
内
部
は
空
洞
で
納
入
物
を
納

め
得
る
よ
う
に
し
、
約
五
分
の
三
の
位
置
で
上
下
二
部
に
分
離
で
き
る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

正
面
に
円
相
を

つ
く
り
、
薬
研
彫
り
で
内
に
梵
字

「
バ
ク
」
と

「
ア
」
を
並

所
在
地

一父
　
通

北
佐
久
郡
立
科
町
大
字
山
部
字
寺
地
二
六
八

千
曲
バ
ス
中
仙
道
線
芦
田

べ
て
陰
刻
し
、
左
右
に
銘
文
を
刻
ん
で
い
る
。

第
二
塔
は
上
下
に
分
離
せ
ず

一
石
材
か
ら
で
き
て
い
る
が
、
第

一
、
二
塔
に

比
し
胴
張
り
が
大
き
く
完
全
な
棗
形
で
約
六

・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ

で
内
部
が
中
空
に
な

っ
て
い
る
。
円
相
も
梵
字
も
な
い
。

笠
　
―
方
形
造
り
で
軒
端
が
割
合
薄
く
垂
直
に
切
り
、
心
反
り
も
ほ
ど
よ
く
■

一
重
の
極
線
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

第
三
塔
の
笠
は
、
そ
の
手
法
か
ら
見
て
後
世
修
補
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

相
輪
―
露
盤
も
請
花
も
な
い
簡
単
な
も
の
で
、
最
下
に
逆
蓮
弁
を
刻
ん
だ
伏
鉢

を
置
き
、
直
ち
に
九
輪
を
も
た
せ
て
あ
る
が
現
在
は
何
れ
も
欠
損
し
て
二
輪

だ
け
で
、
上
部
及
び
宝
珠
も
な
い
。

造
立
年
代
及
び
来
歴

こ
の
三
塔
は
甚
だ
特
異
な
形
式
を
有
す
る
塔
で
名
称
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る

が
、
宝
塔
即
ち
基
礎
の
上
に
円
筒
形
の
塔
身
を
置
き
、
こ
れ
に
笠
を
冠
し
最
上

に
相
輪
を
あ
げ
た
塔
形
で
、
土
製
宝
塔
の
系
統
を
受
け
つ
い
だ
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

塔
身
に
円
座
を
刻
み
出
し
、
塔
身
の
上
下
を
彫
り
す
ぼ
め
て
太
鼓
胴
の
如
く



津金寺宝塔 第三塔 津金寺宝塔 第二塔 津金寺宝塔 第一塔

第

一
春

第

二
拳

予
久
本



第

一
塔

未久二年　は賠

卯
月
八
個
　
沙
称
□
□

造
立
□
□

元
仁
二
年

微
酎

正
月
卿
劇

文銘

第
二
塔

し
、
円
相
を
線
刻
し
て
、
中
に
釈
迦

・
多
宝
二
仏
の
種
子
で
造
顕
し
て
い
る
の

は
、
石
造
同
式
類
品
中
稀
に
見
る
作
例
で
、
鎌
倉
時
代
の
墓
制
研
究
上
無
二
の

資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
、
　

　

　

　

・

銘
文
に
よ
る
と
、
承
久
二
年
四
月
八
日
の
仏
生
日
を
期
し
て
、
滋
野
入
道
沙

弥
某
が
自
己
並
び
に
衆
生
の
現
世
安
穏
、
後
生
善
処
を
祈
願
し
て
第

一
塔
、
二

塔
の
二
基
を
造
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第

一
塔
に
沙
弥
□
□
と
記
し
、
第

二
塔
に
滋
野
氏
と
俗
姓
を
記
し
て
い
る
が
立
塔
者
は
同

一
人
と
考
え
ら
れ
る
。

第

一
塔
に
元
仁
二
年
正
月
十
日
と
細
字
に
よ
る
追
刻
が
あ
る
が
、
沙
弥
某
の

歿
年
月
日
を
道
族
に
よ
っ
て
誌
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
左
下
の
二
字
は
明

か
に
死
去
と
読
ま
れ
、
こ
の
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

第
二
塔
は
嘉
禄
三
年
の
造
立
で
、
こ
れ
墜
九
仁
二
年
死
去
の
慈
父
の
三
年
忌

に
相
当
し
て
い
る
。
孝
子
等
の
写
経
立
塔
の
善
業
が
こ
の
年
忌
を
縁
と
し
て
行

わ
れ
、
十
月
十
四
日
こ
の
善
業
が
結
願
し
て
、
書
写
法
花
経
を
塔

内

に
奉

納

し
、
塔
供
養
を
行

っ
た
吉
祥
日
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

第
二
塔

‘未久二年　は財

卯
月
八
日

滋
野
氏

造
立
之

右
奉
為
　
各

一
部
慈
父

・
　

法
花
経
二
部
　
滋
野
感
□十

　
月

奉
納
如
法
書
写
…
嘉
禄
三
年
　
刻

十
四
日

各
'部

二
部
経
一

右
奉
為

滋
野
盛
道

一
部
悲
母



鰐

口

こ
の
鰐

日
は
、
大
桑
村
池

口
寺
に
伝
存
さ
れ
て
い
る
、
同
範
に
よ
る
青
鋼
製
片

画
交
互
式
の
鰐

口
で
あ
る
。

〔銘
文
〕

奉
施
入
池

口
寺
鰐

同
一

徳
治
三
年
械
如
月
八
日
沙
弥
覚
元

敬
自

所
在
地
　
　
木
曽
郡
大
桑
村
殿

一
一
一
八
番
地

交
　
通
　
　
中
央
本
線
大
桑
駅

両
面
共
に
撞
座
区

。
内
区

・
銘
帯
区
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
重
圏
線
に
よ
り

分
け
て
い
る
。
撞
座
は
輸
廓
の
あ
る
八
葉
蓮
弁
と
術
を
つ
け
た
蕊
を
彫
み
、
子
房

に
は

一
二
箇
の
連
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。
肩
は
中
央
を
頂
と
し
、
性
か
の
傾
斜
を

も
ち
、
肩
の
面
に
接
合
す
る
部
分
に
圏
線
を
め
ぐ
ら
し
、
耳
は
上
方

に

二
箇

付

き
、
形
は
半
月
形
で
そ
の
断
面
も
半
月
形
を
呈
し
て
い
る
。

つ
り
孔
は
円
形
で
あ

る
。
日
は
付
根
の
所
か
ら
総
斜
下
に
向

っ
て
突
出
し
、
下
部
に
続
く
唇
と
の
間
が

殆
ん
ど
隔
が
な
く
、
側
面
よ
り
の
形
は
円
形
を
な
し
て
い
る
。
唇
は
先

端

が

薄

く
、
外
側
の
断
面
は
円
弧
を
描
い
て
い
る
。

法
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

外
法
径
　
一
一七

・
八
　
　
　
縁
厚
外
法

　
一
〇

中
央
外
法
厚
　
一
六
　
　
　
地
金
厚

　
一
・
五

日
の
外
法
　
五

・
六

（内
法
三

・
五
）

唇
の
開
き
　

一
・
六
　
　
　
唇
の
出
　
〇

・
九

中
房
径
　
四

・
七
　
　
　
　
撞
座
径
　
九

・
八

撞
座
区
径
　
一
四

・
四
　
　
内
区
径
　
一
一〇

・
二

形
制
は
、
鰐

口
の
古
様
を
な
し
、
鎌
倉
時
代
の
制
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な

く
、
、

徳
治
三
年

（
一
三
〇
八
）
の
陰
刻
銘
が
あ
る
。
そ
の
銘
文
も
鎌
倉
時
代
の
力

強
い
彫
り
を
示
し
て
い
て
、
県
内
所
在
の
鰐

口
中
、
下
伊
那
郡
阿
南
町
早
稲
田
神

社
所
有
の
正
応
三
年

（
一
二
九
〇
）
の
在
銘
の
も
の

（県
宝
指
定
）
に
次
ぐ
も
の

で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
鰐

国
の
制
式
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
、
文
化
史
上

価
値
が
高

い
も
の
で
あ
る
。



木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

こ
の
像
は
、
坂
北
村
の
碩
水
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
、

ヒ
ノ
キ
材

一
本
造
り
の

坐
像
で
あ
る
。
形
状
は
扁
祖
右
肩

（
右
肩
を
露
わ
す
大
衣
の
ま
と
い
方
）
と
し
、

左
足
を
上
に
右
足
を
下
に
し
た
結
伽
映
坐
で
あ
る
。
右
瞥
を
曲
げ
、
肘
先
を
お
こ

し
て
、
着
手
を
前
方
に
向
け
、
第

一
第
二
指
を
曲
げ
て
い
る
。
左
手
は
、
左

膝

上

に
掌
を
仰
げ
第

一
第
二
指
を
曲
げ
た
、
上
品
下
生
が
阿
弥
陀
像
で
あ
る
。
螺
髪
は

大
粒
に
し
て
粗
く
、
低
い
。
髪
際
は
僅
か
に
波
形
に
し
、
三
道
は
筋
浅
く
広
め
で

あ
る
。
一月
幅
は
広
い
が
張
り
は
弱

い
。
し
か
し
、
膝
張
り
は
大
き
く
、
坐
高
も
高

め
で
、
安
定
し
て
い
る
。

法
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）　
　
　
　
　
　
」

像
高
　
九

一　
　
　
　
　
　
頂
―
顎
　
一
一九

・
四

髪
際
―
顎

　
一
七

・
七
　
　
面
幅

　

一
五

・
五

耳
張
り
　

一
九

・
三
　
　
　
一月
張
り
　
四
九

・
五

胸
厚
　
一
一七

・
六
　
　
　
　
腹
厚
　
一二
〇

膝
張
り
　
七
四

・
五
　
　
　
坐
奥
　
五
七

坐
高
　
七

・
五

像
に
は
、
漆
箔
を
施
し
、
彫
眼
で
、
肉
讐
珠
と
自
宅
は
水
品
で
あ
る
。
ま
た
、

頭
部
は
左
右
、
前
後
を
矧
付
け
、
頸
柄
で
体
部
へ
挿
込
み
、
螺
髪
を
彫
出
し
と
す

る
。
体
部
は
前
後
を
矧
付
け
と
す
る
ほ
か
、
両
肩
、
右
肘
先
、
左
手
首
、
裳
先
を

所
在
地

一父
　
通

東
筑
摩
郡
坂
北
村
中
村

一
〇
四
四
番
地

篠
ノ
井
線
坂
北
駅

そ
れ
ぞ
れ
矧
付
け
と
す
る
。

本
像
は
、
蝶
髪
が
大
粒
で
は
あ
る
が
低
く
、
髪
際
は
波
形
を
な
し
、
襟
足
も
低

く
、
衣
文
の
櫂
装
は
稜
立
た
ず
、
彫
が
浅
く
、
面
貌
の
下
膨
れ
気
味
な
の
は
鎌
倉

時
代
初
期
に
近

い
彫
刻
と
し
て
は
や
や
弱

い
感
が
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
襟

元
を
広
く
し
、
上
衣
や
大
衣
の
折
返
し
の
自
由
な
と
こ
ろ
に
、
写
実
的
な
宋
朝
様

式
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
像
内
に
、
寛
元
二
年

（
一
二
四

四
）
の
造

立

銘

や
、
そ
の
他
修
理
銘
が
あ

っ
て
、
作
者
、
年
代
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
鎌
倉
時

代
の
彫
刻
と
し
て
、
地
方
の
作
風
を
知
る
上
で
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

碩
水
寺
と
本
像
と
の
関
係
は
、
曹
洞
宗
で
は
通
例
阿
弥
陀
像
を
置
か
な
い
の
で

あ
る
が
、
同
寺
で
は
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
天
台
宗
で
あ

っ
た
頃
の
本
尊
を
、
改
宗
後
も
本
尊
と
し
て
安
置
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔銘
文
〕

（像
内
左
脇
墨
書
）

（馴
Ｐ
軍
り
万
胡
却日

別
当
理
性
比
□
□

修
理
仏
子
□
□
□

鎌
倉
定
□

（像
内
背
部
墨
書
）

仁
治
三
年
十
月
鉾
始
之
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日
五
十
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応
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五
年
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六
月
十
五
日

「
輸
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物
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鷹
応
式
季
加
七
月
十
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覚
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辰
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石

造

五

輪

外

こ
の
塔
は
、
県
道
別
所
線
よ
り
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
山
麓
の
雑
木
林
の

中
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

構
造
及
び
形
状

素
朴
に
し
て
雄
大
、
安
定
感
の
あ
る
こ
の
塔
は
凝
灰
岩
質
石
材
で
、
地

・
水

・

火
輪
を
各

一
石
で
積
上
げ
式
と
し
、
風
空
輪
を

一
材
で
彫
り
出
し
て
い
る
。
総

高
二

一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
こ
の
時
代
の
も
の
と
し
て
は
県
内
最
大
級
の
五

輸
塔
で
あ
る
。

地
輸
―
棋
幅

に
対
す
る
高
さ
が
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
実
に
安
定
感
が
あ
る
。

水
輸
―
球
形
を
や
や
押
し
つ
ぶ
し
た
形
で
僅
か
で
は
あ
る
が
、
上
部
に
ふ
く
ら

み
を
感
じ
さ
せ
る
。
四
面
に
陰
刻
さ
れ
た
梵
字

「
バ
ン
」
（金
剛
界
大

日
如

来
）
は
円
相
が
な
く
大
柄
で
あ
る
。

L巨
=コ

‐ 匡 コ ■

『

屁

石造五輪塔 (上 田市)

法 量

所
在
地

一父
　
通(単位Cm)

上
田
市
大
字
舞
田
字
金
王

一
〇
〇
七

上
田
交
通
別
所
線
舞
田
駅火

輪
―
正
三
角
形
の
上
部
を
切
り
と

っ
た
形
に
近

く
、
屋
根
の
稜
線
は
ほ
ぼ
直
線
で
あ
っ
て
大
型

の
う
え
に
面
が
粗
い
こ
と
之
′、
上
部
で
し
ま

っ

て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
む
く
み
を

感

じ

さ

せ

る
。
軒
反
り
は
上
下
と
も
心
反
り
で
軒

口
も
垂

直
に
近
い
切
り
方
で
あ
る
。

風
空
輸
―
よ
ぐ
張

っ
た
曲
線
の
風
輪
と
栃
の
実
に

近

い
団
形
を
示
す
空
輪
で
あ
る
。

造
立
年
代
及
び
来
歴

紀
年
銘
が
な
い
の
で
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

鎌
倉
初
期
の
道
風
を
も
伝
え
て
お
り
、
各
輪
の
形

態
等
を
綜
合
的
に
見
て
地
方
的
時
代
の
ず
れ
を
考

慮

に
入
れ
て
も
、
鎌
倉
中
期
を
下
ら
な
い
作
品
で

石
造
文
化
財
と
し
て
形
式
上
重
要
な
位
置
を
占
め

る

舞
田
法
樹
院
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
文
治
二
年
こ

の
南
方
に
金
王
庵
を
創
建
し
た
渋
谷
土
佐
入
道
昌

順
の
墓
塔
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、　
一
説

に
は
川

西
村

（現
上
田
市
）
岡
城
主
岡
権
左
衛
門
の
供
養
塔
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

総 高 地 輪 水  輪 火  i輸 風  輪 空 輪

高さ 幅 高 さ下径 上径 高さ 下辺 上 辺 高さ
1下

径上径 高 さ 下径 大

&」 50。 C 卜・ 卜Ю



紙
本
墨
書
著
色
正
保
の
信
濃
国
絵
図

寛
永

一
三
年

（
一
六
三
六
）
五
月
、
江
戸
幕
府
は
信
濃
代
官
岩
波
七
郎
右
衛
門

道
能
に
命
じ
て
、
信
濃

一
国
の
絵
図
を
調
製
し
、
郡
別
に
郷
村
と
石
高
を
記
し
、

さ
ら
ぼ
知
行
方
、
蔵
入
分
い
寺
社
領
の
別
を
符
号
に
よ
っ
て
明
細
に
し
て
、
提
出

す
る
こ
と
を
令
し
た
。
次

い
で
、
正
保
元
年

（
一
六
四
四
）

一
二
月
二
五
日
、
幕

府
は
諸
国
に
命
じ
て
郷
村
高
帳
及
び
国
郡
諸
城
の
図
を
製
作
さ
せ
た
。
こ
の
絵
図

は
こ
れ
に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
信
濃
国
絵
図
中
公
式
の
も
の
と
し
て

最
初
の
も
の
で
あ
る
。

本
絵
図
は
、
杉
原
紙

（各
三
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
継
紙
と
し
、　
一
枚
仕
立

と
す
る
。
地
は
黄
色
で
、
墨
書
で
記
し
、
彩
色
を
施
し
て
い
る
。

法
量

（単
位

セ
ン
チ
メ
ー
■
ル
）
は
、
料
紙
が
、
竪
八
五
四
、
横
四
六
四
で
、

絵
図
は
、
竪
七
八
八
、
横
三
九
四
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

絵
図
は
、
郡
境
を
墨
引
し
、
道
路
を
朱
で
表
わ
し
、　
一
里
塚
を
墨
で
印
し
、
河

川
湖
沼
を
青
色
で
彩
色
し
、
山
は
茶
色
で
山
並
み
を
示
し
、
峠
の
里
町
数
、
国
境
と

最
寄
の
郷
村
或
い
は
城
下
町
と
の
里
程
を
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
郷
村
に
つ
い

て
は
、
該
当
位
置

に
そ
の
名
称
と
村
高
を
併
記
し
て
だ
円
形
の
輪
郭
で
囲
み
、
城

下
町
は
四
角
で
郷
村
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
郡
別
の
色
分
け
は
、
高

井

（青
色
）
、
水
内

（黄
色
）
、
更
級

（暗
青
色
）
、
埴
科

（
淡
青
色
）
、
小
県

（桃

色
）
、
安
曇

（
淡
青
色
）
、
筑
摩

（橙
色
）
、
諏
訪

（緑
色
）
、
佐
久

（濃

桃

色
）
、

木
曽

（白
）
で
あ
る
。

所
在
地

交
　
通

上
田
市
大
字
上
田

（
上
田
市
立
博
物
館
）

信
越
本
線
上
田
駅

ま
た
、
墨
書

に
は
、
信
濃

一
〇
郡
及
び
木
曽
の
石
高
を
列
記
し
、
そ
の
総
石
高

五
四
四
、
七
七
〇
石
三
三
八
と
記
し
、
こ
の
内
訳
を
領
主
別
、
寺
社
領
別
三
二
筆

に
列
記
し
、
末
尾
に
、

正
保
四
丁
社
二
月
十

一
日

と
書
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

こ
の
絵
図
は
、
献
上
本
の
控

（副
本
）
で
あ
ろ
う
が
、
信
濃
国
絵
図
中
正
式
の

も
の
の
最
初
の
も
の
で
、
他
に
類
例
の
な
い
も
の
で
歴
史
上
重
要
な
も

の
で
あ

スυ。な
お
、
本
絵
図
は
、
元
和
八
年

（
一
六
二
二
）
か
ら
宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）

ま
で
上
田
城
主
で
あ

っ
た
仙
石
家
の
子
孫
で
あ
る
仙
石
久
英
氏
が
昭
和
四
二
年
上

田
市

へ
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。



正 保 の 信 濃 国 絵 図 (部分)



細

形

銅

剣

江
戸
時
代
の
発
見
で
、
出
土
地
点
は
埴
科
郡
戸
倉
町
若
官
地
籍
と

さ

れ

て

い

る
。
佐
良
志
奈
神
社
社
宝
と
し
て
、
同
神
社
宝
蔵
庫
に
納
め
ら
れ
て
き
た
が
、
現

在
は
県
立
信
濃
美
術
館
に
、
開
館
当
初
か
ら
寄
託
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
現
存
長

一

三

・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
小
形
完
形
品
で
、
細
形
銅
剣
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
。
本
来
の
長
さ
は
二
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
通
有
の
大
き
さ
を
と

っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
破
損
の
結
果
、
身
の
上
半
部
を
利
用
し
、
そ
の
下
端
を

加
工
研
磨
し
て
茎
部
を
作

っ
た
ら
し
い
。
関
部
の
幅
は
約
二

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
茎
の
長
さ
は
約

一
・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
身
は
画
面
と
も
に
稜
線

が
尖
端
か
ら
基
部
ま
で
及
び
、
そ
の
両
側
に
細
長
い
三
角
形
の
削
去
部
分
、
（樋
）

が
あ
っ
て
、
そ
の
底
辺
に
あ
た
る
部
分
に
二
孔

一
対
の
小
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。

色
調
は
黒
漆
色
で
美
し
い
外
観
を
呈
し
て
い
る
。
な
お
鋒
の
部
分
は
、
発
掘
後
研

磨
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

細
形
鋼
剣
は
、
元
来
、
北
九
州
の
前
期
末
、
な
い
し
中
期
の
弥
生
時
代
遺
跡
に

出
ｔ
し
、
そ
の
分
布
は
中
国

。
四
国

・
近
畿
西
部
に
ま
で
急
激
に
数
を
減
じ
つ
つ

及
ん
で
い
る
。
本
品
は
、
い
わ
ば
、
そ
の
文
化
間
の
束
に
近
く
存
在

す

る

も

の

で
、
そ
の
点
、
幾

つ
か
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
な
お
、
昭
和

一
四
年
七
月

一

三
日
に
重
要
美
術
品
に
認
定
さ
れ
た
。

所
在
地
　
　
埴
科
郡
戸
倉
町
　
佐
良
志
奈
神
社

交
　
通
　
　
信
越
本
線
戸
倉
駅



銅

製

鰐

口

こ
の
鰐
口
は
、
青
木
村
大
法
寺
に
伝
わ
る
同
範
に
よ
る
青
銅
製
片
面
交
互
式
の

も
の
で
あ
る
。
表

・
裏
共
に
撞
座
区
、
内
区
、
銘
帯
区
の
三
区
に
分

か
れ

て

い

る
。
撞
座
区
は
細
い
二
重
圏
線
を
め
ぐ
ら
し
、
内
区
は
、
内
外
に
子
持
圏
線
を
伴

な

っ
た
太
い
蒲
鋒
形
突
帯
線
を
め
ぐ
ら
し
、
縁
を
め
ぐ
る
外
圏
線
を
二
線
と
し
て

い
る
。

撞
座
区
内
の
撞
座
は
、
子
葉
の
あ
る

一
二
蓮
弁
内
に
放
射
状
に
蕊
を
刻
み
、
子

一房
に
は
大
小
二
八
箇
の
蓮
子
を
陰
刻
し
て
い
る
。
肩
は
中
央
の
接
合
部
を
頂
と
し

て
左
右
に
僅
か
に
傾
斜
し
、
肩
の
面
に
接
す
る
部
分
に
一
重
の
圏
線
を
め
ぐ
ら
し

て
い
る
。
耳
は
上
方
に
二
箇
、
形
は
角
丸
方
形
で
、
断
面
半
月
形
を
呈
し
、
つ
り

孔
は
円
形
と
す
る
。
日
は
付
根
か
ら
筒
形
に
突
出
し
、
唇
は
先
端
薄
く
、
外
側
は

円
弧
を
描
く
。

法
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

外
径
　
四
五

・
五
　
　
縁
厚

（外
法
）
七

・
六

中
央
厚

（外
法
）
　

一
五

。
六

地
厚
　
一
。
一
一　
　
　
耳
高
　
四

。
二

耳
幅
　
五
　
　
　
　
　
耳
厚
　
一
・
六

日
外
径
縦
　
四

・
七
　
同
横
　
四

。
九

中
房
径
　
八

・
　

　

撞
座
区
径
　
一
五

所
在
地

交
　
通

小
県
郡
青
木
村
当
郷
二
〇
二
五
番
地

信
越
本
線
上
田
駅

内
区
径
　
一
二
ハ
・
五

本
鰐
口
は
、
も
と
同
村
殿
戸
の
日
吉
神
社

（山
王
官
）
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
地
が
吾
妻
鏡

（文
治
二
年
二
月
の
条
）
、
そ
の
他
の
史
料
に
日
吉
神

社

（近
江
国
＝
現
滋
賀
県
）
の
圧
園
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

鋼 製 鰐 ロ



鰐

日
は
そ
れ
ら
の
史
実
を
裏
付
け
す
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
史
料

で

あ

る
。
　
一

方
、
形
式
上
も
南
北
朝
時
代
の
鰐

口
の
制
式
を
知
る
在
銘
の
も
の
と
し
て
文
化
史

上
価
値
が
高
く
、
貴
屯
な
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
形
体
の
大
き
い
こ
と
も
特
興
で

あ
る
。

木
造
十

一
面
観
音
立
像

こ
の
像
は
、
松
本
市
の
放
光
寺

に
安
置
さ
れ
て
い
る
ヒ
ノ
キ
材

一
本
造
り
の
立

像
で
あ
る
。
右
手
を
下
げ
施
無
畏
印
を
印
し
、
左
手
を
屈
管
し
て
胸
前
で

学

を

内
に
向
け
て
屈
し
、
水
瓶
を
執
る
、
十

一
面
観
音
立
像
の
通
有
の
形
で
あ
る
。

法
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
と

像
高

　
一
六
五

・
五
　
　
頂
―
顎
　
一壬
二
　
　
　
　
髪
際
―
顎

　
一
六

・
六

面
幅

　

一
七

・
三
　
　
　
耳
張
り
　

一
八

・
八
　
　
而
奥
　
一
一〇

・
二

一層
張
り
　
一一一八
　
　
　
　
臀
張
り
　
四
九
　
　
　
　
胸
厚
　
一
一〇

腹
厚
　
一二
四
　
　
　
　
　
裾
張
り
　
一二
七

・
五

構
造
は
、
頭
部

。
体
部
を
共
木

に
し
て
、
彫
限
と
し
、
左
手
肘
先
と
両
足
先
を

そ
れ
ぞ
れ
矧
付
け
る
。
ま
た
、
天
衣

。
条
―――
を
彫
出
し
と
す
る
ほ
か
、
天
冠
台

・
所
在
地

交
　
通

〔銘
文
〕

奉
施
入
山
工
官
鰐

口

康
暦
二
年
較
十

一
月
十

一
日

願
主
大
工
四
郎
兵
衛
尉
光
宗

松
本
市
蟻
ケ
崎

一
二
八
三
番
地

中
央
本
線
松
本
駅

臀
釧

・
腕
釧
も
彫
出
し
で
あ
る
。

頂
上
仏
及
び
天
冠
台
上
の
化
仏
を
欠
失
し
、
左
手
の
水
瓶
と
右
手
指
先
の

一
部

を
損
失
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
造
立
当
初
の
ま
ま
で
あ
る
。

髪
際
は

一
文
字
で
、
面
貌
豊
か
に
し
て
、
一月
の
盛
り
上
が
り
、
胴
部
の
締
り
は

強
く
、
全
体
的
に
肉
ど
り
豊
か
で
、
力
の
表
現
に
勝
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
前
期

の
古
様
を
も
残
し
て
い
る
。
下
半
部
は
概
し
て
筒
形
と
な

っ
て
抑
揚
の
な
い
き
ら

い
が
な
い
で
も
な
い
が
、
裳
の
折
返
し
に
翻
波
式
の
名
残
が
見

ら

れ
、
両

膝

間

に
入
れ
た
渦
文
は
、
平
安
時
代
の
も
の
に
ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
条
―――
、

二
重
天
衣
、
裳
の
折
返
し
及
び
裾
近
く
の
締
め
上
げ
に
、
ま
と
ま
り
が
よ
く
、
勝

れ
た
彫
技
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
髪
が
耳
朱
上
を
巻
く
な
ど
、
古
様
が
多
く
長
野
市
信
更
町
観
音
寺
の
十

一
面
観
音

（
重
要
文
化
財
指
定
）
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ

っ
て
、
平
安
時
代
後

期
も
比
較
的
古
い
時
期
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

平
安
時
代
後
期
の
作
例
で
、
時
代
の
特
色
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
県
内
で

も
数
少
い
美
作
に
属
し
て
い
る
。

十一面観音立像



諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
拝
幣
殿

下
社
秋
官

の
拝
幣
殿
は
、
五
棟
の
建
物
が
連
結
し
た
建
築
で
、
中
央

に
立

つ
二

階
建
の
拝
殿
、
そ
の
左
右
に
立

つ
細
長
い
二
棟
の
幣
殿
、
拝
殿
と
左
右
の
幣
殿
の

間
に
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い
る
格
子
戸
付
の
袖
塀
か
ら
成
立

っ
て
い
る
が
、
屋

根
は
別

々
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
構
造
形
式
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

建
物
に
分
け
て
記
す
こ
と
に
す
る
。

ａ
　
拝
殿

木
造
二
階
建
、
間
口

一
間
、
奥
行
二
間
の
楼
閣
風
の
形
式
を
も
つ
。
屋
根
鋼
板

葺
、
切
妻
造
、
正
面
に
軒
店
破
風
を
付
す
。
梁
行
四

。
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
桁
行
三

・
二
八
メ
ー
ト
ル
、
延
面
積
二
八

・
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

平
面
は

一
、
三
階
と
も
間
日
柱
間

一
間
、
奥
行
柱
間
二
間
で
、　
一
階
は
表
側
の

柱
間

一
間
分
の
床
が
桓

一
段
低
く
な

っ
て
お
り
、
上
の
間
と
下
の
間

に
分

か

れ

る
。
上
の
間
の
奥

に
は
花
狭
間
入
り
の
桟
唐
戸
の
つ
い
た
扉

国
が
あ
り
、
そ
の
前

に
三
段
の
木
階
が
つ
く
。
こ
の
扉
日
の
部
分
は
後
方
に
突
き
出
し
、
肘
本
に
よ
っ

て
下
方
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
三
階
は
周
囲
が
全
部
吹
き
放
ち
で
、
こ
こ
は
神
事

等
に
も
使
用
さ
れ
な
い
、
見
か
け
だ
け
の
空
間
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
三
階

へ
の

階
段
も
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。　
一
階
の
構
造
は
、
四
半
石
敷
の
基
壇
の
上
に
、
方

切
石
の
礎
石
を
置
き
、
円
柱
を
立
て
、
地
覆
、
腰
貫
を
め
ぐ
ら
す
。
下
の
間
の
正

面
中
央
に
、
本
階
三
段
を
設
け
、
擬
宝
珠
高
欄
を

つ
け
る
。
一
階
の
正
面
虹
梁

（若

葉
）
頭
貰

（膚
獅
子

・
猥
）
に
は
彫
刻
を
用
い
、
ま
た
正
面
欄
間

（牡
丹

・
波

・
所
在
地

一父
　
通

諏
訪
郡
下
諏
訪
町
五
八
二
八

中
央
線
下
諏
訪
駅

諏訪大社下社秋宮拝幣殿



雲

・
唐
獅
子
）
側
面
欄
間

（
松

。
鷹
）
上
層
縁
下
持
送
り

（波
）
等
の
要
所
に
多

く
の
彫
刻
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。　
一
階
の
内
部
は
、
床
は
板
張
、
天
丼
は
格
天
丼

で
、
周
囲
の
小
壁
部
分
に
は
や
は
り
彫
刻
が
多
く
、
下
の
間
側
面

（牡
丹

・
唐
獅

子
）
上
の
間
側
面

（
岩

・
竹

・
雲

・
唐
獅
子
）
上
の
間
正
面

（雲

・
鶴
）
上
の
間

扉
に
左
右
小
羽
目

（
岩

・
竹

・
鶴
）
の
題
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

三
階
は
、
吹
き
放
ち
の
板
の
間
の
周
囲
に
和
様
高
欄
付
の
廻
縁
を
め
ぐ
ら
し
、

天
丼
は
格
天
丼
で
あ
る
。
柱
上
の
組
物
は
和
様
二
手
先
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
正

面
の
小
壁
部
分
に
は
大
き
な
竜
の
彫
刻
を
つ
け
る
。

た
だ
し
、
側
面
は
雲
形
慕
股
、
背
面
は
本
墓
股
で
あ
る
。
丸
桁
下
の
支
輪
に
も

雲
形
彫
刻
を
用
い
る
。
軒
は
二
重
繁
垂
木
で
、
切
妻
破
風
内
部
は
二
重
虹
梁
で
、

虹
梁
の
間
は
三
斗
の
間
に
竜
の
彫
刻
、
虹
梁
の
上
は
太
瓶
束
の
左
右
に
雲
の
彫
刻

を
と
り
つ
け
る
。
正
面
の
唐
破
風
内
部
に
は
鳳
凰
の
彫
刻
を
つ
け
て
い
る
。
屋
根

は
鋼
板
葺
で
、
正
面
唐
破
風
の
上
の
棟
は
、
鬼
板
に
鳥
ぶ
す
ま
、
大
棟
の
左
右
は

鬼
板
、
鳥
ぶ
す
ま
、
経
巻
と
す
る
。

こ
の
拝
殿
の
特
色
は
、
門
と
拝
殿
の
性
質
を
兼
ね
そ
な
え
た
平
面

形

式

で

あ

り
、
も
う

一
つ
は
、
そ
の
建
築
の
各
所
に
と
り
つ
け
ら
れ
た
建
築
彫
刻
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
建
築
彫
刻
は
、
近
世
初
期
の
建
築
彫
刻
が
多
く
の
場
合
彩
色
さ
れ
た
彫

刻
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
全
部
白
木
で
あ
る
点
で
は
相
連
し
て
い
る
が
、
彫
刻

の
主
題
そ
の
も
の
は
近
世
初
期
の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
彫
刻

の
様

式

は
、
近
世
初
期
の
も
の
に
比
し
て
、
よ
り
細
密
な
表
現
と
な

っ
て
い
る
が
、
江
戸

時
代
末
期
の
立
川
流
彫
刻
の
よ
う
な
自
然
主
義
的
な
表
現
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

ｂ
　
幣
殿

（左
右
同
形
式
で
あ
る
の
で
、　
一
方
に
つ
い
て
の
み
記
す
）

木
造
平
屋
建
、
廊
形
式
、
屋
根
鋼
板
葺
、
切
妻
造
、
梁
行
三

・
六

二

メ

ー

ト

ル
、
桁
行

一
〇

・
六

一
メ
ー
ト
ル
、
延
面
積
三
八

・
四

一
平
方
メ
ー
ト
ル
。

拝
殿
に
比
べ
る
と
簡
単
な
廊
形
式
の
建
築
で
、
平
面
は
梁
行
柱
間
五
間
、
桁
行

同
五
間
で
、
裏
側
は
全
部
吹
き
放
ち
で
、
和
様
高
欄
の
つ
い
た
切
目
縁

を

設

け

る
。
拝
殿
側
の
妻
は
、
表
寄
り
の
柱
間
に
三
段
の
本
階
を
設
け
、
裏
寄
り
の
柱
間

に
は
高
欄
を

つ
け
る
。
裏
側
と
拝
殿
と
反
対
側
の
妻
は
格
子
窓
で
あ
る
。
内
部
は

板
張
床
で
、
天
丼
は
な
く
、
虹
梁
の
上
の
板
墓
股
が
装
飾
に
な

っ
て
い
る
。
軸
部

の
構
造
は
、
四
半
石
敷
の
基
壇
の
上
に
方
切
石
を
据
え
、
円
柱
を
建
て
、
柱
上
の

組
物
は
三
斗
、
両
妻
に
は
板
墓
股
を
置
く
。
軒
は

一
重
繁
垂
本
で
、
屋
根
は
鋼
板

葺
、
棟
の
左
右
の
端
に
鬼
板
と
鳥
ぶ
す
ま
を
置
く
。
こ
の
幣
殿
は
簡
素
な
和
様
の

様
式
に
従

っ
た
建
築
で
、
拝
殿
の
よ
う
な
建
築
彫
刻
に
よ
る
表
現
は
全
く
認
め
ら

れ
な
い
。

ｃ
　
袖
塀

木
造
平
屋
建
、
屋
根
鋼
板
葺
、
両
流
造
。
桁
行
柱
間

一
間
で
中
央
に
両
開
き
の

格
子
戸
を
設
け
る
。
桁
行
三

・
二
八
メ
ー
ト
ル
、
梁
行
○
メ
ー
ト
ル
、
延
面
積
○

平
方

メ
ー
ト
ル
。

拝
殿
と
幣
殿
の
間
に
設
け
ら
れ
た
柱
間

一
間
の
塀
で
、
中
央
に
両
開
き
の
格
子

戸
を
設
け
、
そ
の
左
右
に
四
角
の
方
立
柱
を
建
て
、
板
張
り
の
小
羽

目

を

つ
け

る
。
構
造
は
、
肘
本
で
桁
を
支
え
た
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
下
社
秋
官
の
拝
幣
殿
は
、
神
社
拝
殿
と
し
て
は
、
他
に
類
例
の

な
い
珍
し
い
形
式
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
拝
殿
に
お
け
る
建
築
彫
刻
を
豊
富
に
使

用
し
た
表
現
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
作
品
と
し
て
は
、
全
国
的
に
見
て
も

技
巧
的
に
た
い
へ
ん
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
全
国
的
に
活
躍
し
た
立
川
流
工
匠
初
代
の
立
川
和
四
郎
富
棟
の
遺
作
と



・８
　
し
て
も
、
代
表
的
な
作
品
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
建
築
の
近
世
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
詳
し
い
記
録
は
な
く
、
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
の
造
官
次
第
に
見
え
る

「
御
門
屋
」
は
、
現
在
の
拝
殿
の
前
身
建

物
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
左
右
の
幣
殿
に
つ
い
て
の
記
載
に
つ
い
て
は
、

「
造
官
次
第
」
の
な
か
の

「
三
間
拝
殿
、
五
間
拝
殿
」
の
い
ず
れ
か
が
そ
の
前
身

に
相
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
袖
塀
に
つ
い

て

は

「
造

官

次

第
」
の
な
か
に
記
載
は
な
い
。
下

っ
て
延
宝
七
年
の

「
下
社
社
例
記
」
に

「
正
面

御
門
屋
、
左
右
廻
廊
、
三
方
瑞
雛
」
と
あ
り
、
こ
の
御
門
屋
は
拝
殿
、
左
右
廻
廊

は
幣
殿
を
指
し
、
三
方
瑞
節
は
現
在
も
幣
殿
に
接
続
し
て
、
東
西
宝
殿
の
周
囲
を

と
り
か
こ
ん
で
い
る
透
塀
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

拝
幣
殿
の
造
営
に
つ
い
て
も
、
近
世
以
前
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で

あ
る
が
、
長
享
年
間
、
永
禄
年
間

（武
田
氏
に
よ
る
造
営
）
に
造
営

さ

れ

て

お

り
、
近
世
に
入

っ
て
か
ら
は
貞
享
三
年
に
諏
訪
藩
主
に
よ
っ
て
造
営

が

行

わ

れ

た
。
現
在
の
拝
幣
殿
の
建
築
年
代
に
つ
い
て
は
、
社
蔵
の
安
永
九
年
六
月
二

一
日

諏
訪
大
社
上
社
本
宮
拝
幣
殿

上
社
の
拝
幣
殿
は
複
雑
な
構
成
を
も
つ
建
築
で
、
中
央
前
面
に
立
つ
拝
殿
、
そ

の
左
右
に
あ
る
片
拝
殿
、
拝
殿
後
方
に
立
つ
幣
殿
の
計
四
棟
の
建
築
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
四
棟
は
建
築
軸
部
は
相
互
に
独
立
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
屋

根
の
軒
先
は
相
互
に
連
続
し
て
い
る
。
こ
の
四
棟
は
建
築
作
品
と
し
て
は

一
体
と

し
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
構
造
形
式
等
に
つ
い
て
は
便
宜
上
、
別
々
に
記

所
在
地

交
　
通 の

日
付
の
あ
る

「御
門
屋
上
棟
」
の
棟
札
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
、
そ
れ
に
よ
る
と

安
永
六
年

（
一
七
七
七
）
に
諏
訪
城
主
に
修
覆
を
願
出
て
、
金

一
五
両
と
材
本
の

寄
附
を
受
け
、
翌
七
年
よ
り
工
事
を
始
め
同
九
年
六
月
二

一
日
に
上
棟
式
を
行

っ

た
。
竣
工
の
年
月
日
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
九
年
な
い
し

一
〇
年
に
完

成
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

工
事
を
指
導
し
た
棟
梁
は
、
こ
の
棟
札
に
よ
る
と
棟
梁

建

川

（立
川
）
和

四

郎
、
脇
棟
梁
宮
坂
長
兵
衛
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
立
川
和
四
郎
は
立
川
流
工
匠

初
代
の
立
川
和
四
郎
富
棟

（
一
七
四
八
―

一
八
〇
七
）
を
指
し
て
い
る
。

現
在
の
拝
殿
、
幣
殿
は
そ
の
様
式
か
ら
み
て
も
、
こ
の
安
永
の
泄
営
の
と
き
に

新
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
拝
殿
と
幣
殿
は
と
も
に
そ
の
建
築
当

初
の
状
態
を
良
好
に
保
持
し
て
お
り
、
改
造
を
受
け
た
点
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ

な
い
が
、
屋
根
は
以
前
は
檜
皮
葺
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

諏
訪
市
中
洲
官
山

一
番
地

中
央
線
上
諏
訪
駅

す
こ
と
に
す
る
。

ａ
　
拝
殿

木
造
平
屋
建
、
屋
根
鋼
板
葺
、
向
大
唐
破
風
造
。
梁
行
二

・
八
八
メ
ド
ト
ル
、

桁
行
二

・
八
八
メ
ー
ト
ル
、
延
面
積
八

・
二
九
平
方

メ
ー
ト
ル
。

平
面
は
方
柱
間

一
間
で
、
周
囲
を
吹
き
放
ち
と
す
る
。
た
だ
し
、
床
板
は
、
後



方
で
は
幣
殴
ま
で
続
い
て
張
ら
れ
て
い
る
。
前
方
及
び
両
側
面
に
和
様
高
欄
付
の

切
Ｈ
縁
を
め
ぐ
ら
し
、
両
側
面
に
四
段
の
本
階
を

つ
け
る
。
内
部
の
天
丼
は
折
上

小
組
格
天
丼
と
す
る
。
構
造
は
切
石
積
の
基
壇
の
上
に
礎
石
を
据
え
、
円
柱
を
建

て
る
．
柱
上
の
頭
貫
の
木
鼻
は
波
に
千
鳥
の
彫
刻
で
、
そ
の
上
に
台
輪
を
瞳
き
、

組
物
は
．
一千
先
と
す
る
。
組
物
間
の
小
壁
は
、
正
面
に
は
宝
珠
を
に
ぎ
る
竜
の
彫

刻
を
と
り
つ
け
、
側

ｌｒｌｌ
は
本
泰
股
、
喪
側
は
間
斗
束
を
用

い
る
。
正
ＩＦＩＩ
の
店
破
風

内
部
は
、
大
虹
梁
を
か
け
、
そ
の
下
の
支
輸
に
は
雲
の
彫
刻
を
用
い
、
虹
梁
上
の

大
瓶
末
に
は
芸
と
若
葉
の
彫
刻
を
ほ
ど
こ
し
、
左
右
の
羽
＝
板
に
は
本
国
の
板
を

用
い
る
。
一民

―――――
の
店
破
風
内
部
は
虹
梁
の
上
に
太
瓶
束
を
立
て
た
だ
け
の
略
式
で

す
ま
せ
る
。

―――――
面
の
軒
は
、
雲
と
波

の
彫
刻
の
あ
る
支
輸
の
上
に
軒
桁
を
置
き
、

二
垂
繁
垂
本
を
用
い
る
。
正
面
の
懸
魚
の
ひ
れ
に
は
雲
形
の
彫
刻
が
つ
く
。
屋
根

は
鋼
板
体
で
、
棟
の
両
端
に
鬼
板
と
鳥
ぶ
す
ま
を
置
く
。

こ
の
拝
殴
は
建
築
の
構

造
は
比
較
的
――――
単
で
、
そ
の
要
所
に
つ
け
ら
れ
た
建
築
彫
刻
、
と
く
に
正
面
小
壁

の
竜
や
、
腰
板
の
波
に
千
島
の
彫
刻
が
、
表
現
の
中
心
に
な

っ
て
い
る
。
彫
刻
の

様
式
は
、
十
一川
家
初
代
の
作
で
あ
る
下
社
秋
宮
拝
殴
に
比
較
す
る
と
、
よ
り
精
密

化
し
、
ま
た
波
に
千
島
と
い
う
新
し
い
Ｆ１１
題
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

正
面
太
瓶
束
の
左
右
の
羽
日
板
は
、
そ
れ
ま
で
の
様
式
手
法
に
よ
れ
ば
、
当
然
彫

刻
を
と
り
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
拝
殿
は
美
し
い
本
国
の
あ
る
板
で
す
ま

せ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
新
し
い
手
法
で
あ
る
。

ｂ
　
片
拝
殴

（左
右
同
形
式
で
あ
る
の
で
、　
一
方
に
つ
い
て
の
み
記
す
）

木
造
平
屋
建
、
屋
根
鋼
板
峰
、
切
妻
造
、
但
し
拝
殿
―――――
の
妻
は
店

破

風

と

す

る
。
梁
行
三

・
六
メ
ー
ト
ル
、
桁
行
五

・
三
九
メ
ー
ト
ル
、
延

ｌｆｌｌ
積
三
二

・
一
四

平
方
メ
ー
ト
ル
っ
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平
面
は
左
右
と
も
、
梁
行
柱
間
二
間
、
桁
行
同
三
間
の
廊
形
式
で
、
正
面
と
拝

殿
側
は
吹
き
放
ち
、
外
側
の
妻
は
板
壁
、
背
面
は
格
子
窓
に
す
る
。
拝
殿
寄
り
の

後
方
に

一
間
の
下
屋
庇
が
つ
き
、
こ
の
部
分
は
床
枢
を
入
れ
て
床
を

一
段

高

く

し
、
御
幣
を
置
く
。

内
部
の
床
は
た
た
み
敷
、
天
丼
は
格
天
丼
で
あ
る
。
構
造
は
石
積
の
基
壇
の
上

に
礎
石
を
置
き
、
円
柱
を
建
て
、
周
囲
は
拝
殿
側
と
正
面
に
和
様
高
欄
付
の
切
目

縁
を
ま
わ
す
。
正
面
に
三
段
の
石
階
が
つ
く
。
柱
上
の
組
物
は
皿
斗
付
の
大
斗
の

あ
る
出
組
を
用
い
、
支
輪
は
雲
形
の
彫
刻
と
し
、
正
面
の
小
壁
に
は
粘
巧
な
栗
に

う
ず
ら
の
彫
刻
を
と
り
つ
け
る
。
な
お
、
頭
貰
は
虹
梁
形
式
で
、
菊
水
の
彫
刻
を

彫
り
出
し
、
持
送
り
に
は
波
に
亀
の
彫
刻
、
木
鼻
に
は
牡
丹
の
彫
刻
を
用
い
る
。

こ
の
建
築
も
、
拝
殿
と
同
様
に
、
建
築
の
構
造
は
比
較
的
簡
単
で
、
各
所
の
建

築
彫
刻
が
表
現
の
重
点
に
な
ら
て
い
る
。
と
く
に
正
面
小
壁
の
栗
に
う
ず
ら
、
虹

梁
下
の
波
に
亀
、
内
部
腰
羽
目
の
牡
丹
に
唐
獅
子
等
の
彫
刻
が
、
そ
の
な
か
で
も

重
要
な
も
の
で
、
拝
殿
と
同
様
に
精
密
な
様
式
を
示
し
て
い
る
。

ｃ
　
幣
殿

間
口
柱
間

一
間
の
特
殊
な
門
の
形
式
を
も
ち
、
中
央
に
桟
唐
戸
を
置
き
、
表
側

に
切
目
縁
を
付
し
、
両
脇
に
脇
障
子
を
建
て
、
後
方
に
は
二
本
の
控

柱

を
建

て

る
。
屋
根
鋼
板
葺
、
切
妻
造
。
桁
行
三

。
四
五
メ
ー
ト
ル
、
梁
行
○

メ
ー

■

ル

（但
し
、
拝
殿
柱
と
の
間
隔
は
三

。
一
三
メ
ー
ト
ル
）。

構
造
は
方
切
石
の
上
に
円
柱
を
建
て
、
正
面
側
に
和
様
高
欄
付
の
切
目
縁
を
付

し
、
そ
の
前
方
に
五
段
の
木
階
を
置
く
。
縁
下
の
持
送
り
に
波
の
彫
刻
、
通
し
肘

木
に
も
、
波
の
彫
刻
を
用
い
る
。
左
右
に
は
脇
障
子
を
立
て
、
松
に
鷹
の
大
規
模

な
彫
刻
を
と
り
つ
け
る
。

柱
の
上
に
大
き
な
台
輪
を
ま
わ
し
、
組
物
は
三
手
先
、
中
備
は
本

墓

股

で
あ

る
。
妻
に
は
虹
梁
が
あ
り
、
太
瓶
束
、
笈
形
を
そ
の
上
に
置
く
。
軒
は
二
重
繁
垂

木
で
、
屋
根
の
棟
の
両
端
に
は
鬼
板
と
鳥
ぶ
す
ま
を
置
く
。
こ
の
幣
殿
は
、
他
に

類
例
の
な
い
、
門
と
祭
壇
の
性
質
を
兼
ね
備
え
た
建
築
で
、
従

っ
て
扉
と
そ
の
左

右
の
壁
面
の
装
飾
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
特
に
脇
障
子
の
松
に
鷹
の
大
彫
刻

が
見
所
に
な
っ
て
い
る
。

上
社
拝
幣
殿
の
近
世
以
前
の
状
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
み
る
が
、
天
正

一
〇
年

の
織
田
氏
の
兵
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
元
和
三
年
に
再
建
さ
れ
た
。
こ
の
建
築
は

後
に
現
在
の
拝
幣
殿
が
造
営
さ
れ
る
と
き
に
い
取
壊
さ
れ
て
富
士
見
町
乙
事
の
諏

訪
社
に
移
築
さ
れ
て
現
存
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
移
築
の
年
代
は
嘉
永
二
年

で
、
現
存
の
拝
幣
殿
と
あ
る
時
期
併
存
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
両
者
の
関
係

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
正
確
な
調
査
を
必
要
と
す
る
。
現
在
の
拝
幣
殿
の
造
営
は
文

政
年
間
よ
り
そ
の
計
画
が
さ
れ
、
天
保
六
年
に
上
棟
式
が
行
わ
れ
た

（
旧
社
家
文

書
に
よ
る
）。
工
事
を
指
導
し
た

工
匠
は
立
川
流
工
匠
二
代
の
立
川
和
四
郎
富
昌

で
あ
る
。
な
お
、
工
事
は
天
保
七
年
の
き
き
ん
の
た
め
に
一
時
中
断
さ
れ
、　
一
応

竣
工
を
み
た
の
は
社
伝
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
年
間
で
あ
る
。
幣
殿
の
大
彫
刻
等
の
作

者
は
富
昌
の
子
の
立
川
富
種
で
あ
る
が
幣
殿
の
彫
刻
等
は
、
さ
ら
に
明
治
時
代
に

入
っ
て
か
ら
完
成
し
て
お
り
、
幣
殿
左
側
脇
障
子
の
彫
刻

に
は
、
「
七
十
六
翁
立

川
富
種
」
と
い
う
銘
が
あ
る
。

こ
の
拝
幣
殿
は
合
計
四
棟
の
建
物
、
す
な
わ
ち
中
央
前
面
に
立
つ
舞
台
風
の
拝

殿
、
そ
の
奥
に
立
つ
門
形
式
の
幣
殿
、
拝
殿
の
左
右
に
あ
る
廊
形
式
の
片
拝
殿
よ

り
な
る
。
し
か
も
こ
の
四
棟
は
、
建
築
‥ｌｉｌｌ‐
部
は
相
互
に
独
立
し
て
い
る
が
、
屋
根

の
軒
先
は
相
互
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
拝
幣
殿
は
こ
の
よ
う
に
門
と
拝
殿
と



の
性
質
を
兼
ね
そ
な
え
て
い
る
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
ま
た
江
戸
時
代
後
期
　
　
あ
る
。

に
お
け
る
立
川
流
工
匠
の
作
品
と
し
て
、
見
る
べ
き
価
値
を
そ
な
え
た
代
表
作
で

諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
神
楽
殿

こ
の
神
楽
殿
は
諏
訪
大
社
秋
官
の
拝
幣
殿
前
方
の
広
場
中
央

に
建

っ
て
お
り
、

そ
の
社
殿
群
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を
占
め
る
建
築
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
建
築
の
形
式
は
、
古
く
か
ら
の
形
式
を
伝
え
る
も

の

で

は

な

く
、
天
保
六
年
の
改
築
に
際
し
て
、
大
規
模
な
も
の
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

構
造
形
式
等
は
本
造
平
屋
建
、
屋
根
鋼
板
葺
、
切
妻
造
、
左
右
側
面
に
も
切
妻

破
風
を

つ
け
、
Ｔ
字
型
の
棟
を

つ
く
る
。
梁
行

（
間

口
）
八

・
四
メ
ー
ト
ル
、
桁

行

（奥
行
）

一
二

・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
延
面
積

一
〇
七

「
一
平
方

メ
ー
ト
ル
。

平
面
は
、
間

日
柱
間
三
間
、
奥
行
柱
間
五
間
で
、
こ
の
う
ち
表
側
の
三
間
四
方

の
部
分
を
周
囲
吹
き
放
ち
に
し
た
舞
台
と
し
、
後
方
の
間
口
三
間
、
奥
行
二
間
の

部
分
は
、
腰
に
板
壁
を
ま
わ
し
た
拝
殿
風
の
空
間
で
あ
り
、
以
前
は
こ
こ
で
湯
立

神
事
が
行
わ
れ
た
。
屋
根
の
形
式
も
、
前
方
の
舞
台
は
切
妻
造
妻
入
、
後
方
の
部

分
は
切
妻
造
平
入
で
、
両
者
を
Ｔ
字
型
に
連
結
し
た
形
式
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
点
を
見
る
と
、
こ
の
建
物
は
、
古
く
は
別
々
に
存
在
し
た
舞
台
と

拝
殿
を
統
合
し
て

一
棟
と
し
た
建
築
で
は
な
い
か
と
も
推
定
さ
れ
る
。

建
築
の
様
式
は
、
神
楽
殿
で
あ
る
た
め
、
比
較
的
簡
単
で
総
白
木

造

で
あ

る

が
、
柱
上
の
組
物
は
二
手
先
と
し
、
中
備
に
は
本
墓
股
を
用
い
る
。
意
匠
上
と
く

に
考
慮
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
正
面
及
び
西
側
面
の
切
妻
破
風

内

の
構

成
所
在
地

一父
　
通

諏
訪
郡
下
諏
訪
町
五
八
二
八

中
央
線
下
諏
訪
駅

で
、
と
も
に
二
重
虹
梁
の
上
に
太
瓶
束
と
笈
形
を
の
せ
、
雄
大
な
景
観
を

つ
く
り

上
げ
て
い
る
。

こ
の
建
築
の
工
事
を
担
当
し
た
実
質
上
の
棟
梁
は
さ
き
の
寄
附
木

札
か
ら
立
川
家
二
代
の
和
四
郎
富
昌
と
考
え
ら
れ
る
。
立
川
流
の
工
匠
の
作
品
に

は
、
各
種

の
動
植
物
を
題
材
に
し
た
建
築
彫
刻
の
複
雑
な
技
巧
を
見
せ
る
も
の
の

ほ
か
、
大
規
模
な
社
殿
の
雄
大
な
意
匠
表
現
を
特
色
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の

建
築
は
後
者
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
建
築
の
近
世
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
詳
し
い
記
録
は
な
く
、
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
の
造
官
次
第
に
見
え
る

「
舞
台
、
三
間
拝
殿
、
五
間
拝
殿
」
の
い

ず
れ
か
が
そ
の
前
身
に
当
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の

建
物
は
江
戸
時
代
前
期
の

一
時
期
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
天
和
四
年
に

い
た
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
規
模
は
寛
政
二
年
の
改
帳
に
よ
る
と
現
在
よ

り
間
口
が
小
さ
く
、
間

口
一
九

・
五
尺
、
奥
行
四
〇
尺
で
あ
っ
た
。
現
存

の
神
楽

殿
は
天
保
六
年

に
着
工
さ
れ
た
も
の
で
、
社
蔵
の
寄
附
木
札

（
天
保
六
年
六
月
二

一
日
の
日
付
が
あ
る
）
に
そ
の
造
営
費
寄
進
の
経
過
が
記
さ
れ
て

い
る
。　
工
匠

は
、
棟
梁
三
井
正
兵
衛
秀
道
、
脇
棟
梁
伊
束
孫
左
衛
門
、
建
方
棟
梁
立
川
和
四
郎

富
昌
、
同
立
川
治
右
衛
門
富
保
で
あ

っ
た
。

な
お
、
竣
工
年
月
に
つ
い
て
は
、
現
在
不
明
で
あ
る
が
、
天
保
六
年
以
降
数
年



諏訪大社下社秋宮神楽殿

以
内
に
出
来
上

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
れ
以
後
、
屋
根
が
近
代
に
入

っ
て
か
ら
鋼
板
葺
に
改
め
ら
れ
た
以
外
は

（当

初
は
檜
皮
葺
も
し
く
は
板
葺
）
、
そ
の
当
初
の
形
式
を
よ
く
保
持
し
た
ま
ま

現
在

に
及
ん
で
い
る
。



長

野

県

史

跡





田

塩
田
城
跡
は
束
前
山
の
上
町

・
御
前
地
籍
に
あ

っ
て
、
独
鈷
山
の
支
峰
で
あ
る

弘
法
山
の
北
斜
面
凹
部
に
位
置
し
、
東
西
西
方
の
山
嘴
に
抱
か
れ
、
さ
ら
に
東
は

神
戸
川
の
深
い
漢
谷
と
境
し
て
い
る
。
北
は
横
町
を
境
に
本
町

・
下
手
に
つ
づ
い

て
い
る
。

城
跡
は
北
端
に
て

一
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
中
央
部
の
最
も
広
い
処
で

一
八
〇
メ
ー

ト
ル
、
南
北
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
大
な
地
籍
で
あ
る
。
そ
の
北
方
に
つ
づ

い
て
、
古
い
町
割
を
も
つ
本
町

・
下
手

（
旧
立
町
）
は
南
北
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、

東
西
二

一
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
典
型
的
な
侍
屋
敷
の
跡
を
残
し
て
い
る
地
域
で

あ
る

（
今
回
、
指
定
範
囲
か
ら
は
除
か
れ
て
い
る
）
。

遺
跡
は
中
央

の
巨
大
な
内
堀
跡

（
長
さ

一
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
二

一
メ

ー

ト

ル
）
を
境
と
し
て
、
北
半
地
域
と
南
半
地
域
に
分
け
ら
れ
る
。
北
半
地
域
は
ほ
ぼ

平
地
で
あ
る
が
、
若
干
西
方
に
傾
い
て
い
る
。　
一
面
に
畑
地
と
宅
地
と
な

っ
て
い

る
が
、
西
部
に
堀
跡
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
。
南
半
地
域
は
す
べ
て
山
林
で
、
南

す
る
に
従
い
傾
斜
が
急
で
あ
る
。

北
半
地
域
は
、
当
時
の
政
庁
の
あ

っ
た
処
と
推
り
さ
れ
、
若
干
の
区
―――――
の
跡
を

み
る
こ
と
が
で
き
、
中
央

に
小
径
を
通
じ
て
い
る
。
そ
の
東
部
が
神
戸
川
の
深
い

漢
谷
と
な

っ
て
い
る
こ
と
と
、
西
方
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
束

部
地
域
に
中
心
の
あ

っ
た
こ
と
は
お
よ
そ
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
中
央
の
小
径
が

北
方
本
町

（
旧
立
町
）
に
通
ず
る
処
に
先
年
ま
で
カ
ギ
の
手
が
残

っ
て
お
り
、
江

所
在
地
　
　
上
田
市
大
字
前
山

交
　
通
　
　
信
越
本
線
上
田
駅

跡城塩



戸
時
代
に
は
そ
こ
に
高
札
場
が
あ
り
、
郷
蔵
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
明
ら
か
に

そ
こ
が
大
手

口
で
あ
り
、
こ
こ
に
中
心
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
考
さ
れ
よ
う
。
前
面

に
横
町

（市
場
）
の
あ
る
こ
と
も
こ
の
推
考
を
助
け
る
。

南
半
地
域
に
は
、
北
方
よ
り
数
え
て

一
四
〇

×
五
〇
、　
一
四
〇

×
一
五
、　
三
二

〇

×
二
五
、　
一
〇
〇

×
一
五
、
六
五
×
一
五
、
六
五
×
一
八
、
六
五
×
二
〇

（単

位
メ
ー
ト
ル
）
の
帯
郭
が
つ
づ
い
て
漸
次
南

に
高
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
南
に
は
更

に
２
つ
い
て
、
傾
斜
の
急
な
幅
三
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
帯
郭

一
四

箇

所

を

経

て
、
虎
の
口
と
推
考
さ
れ
る
三
〇

×
二
五
、
三
〇

×
一
五

（単
位
メ
ー
ト
ル
）
の

二
小
郭
が
展
開
し
、
さ
ら
に
六
箇
所
の
極
め
て
小
さ
い
郭
を
経
て
、
北
条
国
時
の

墓
と
称
す
る
墓
石
の
あ
る
二
〇

×
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
小
郭
に
至
る
。
こ
こ
は
城
跡

の
最
高
部
で
、
北
方
塩
田
平
か
ら
室
賀
峠
を

一
望
の
も
と
に
集
め
得
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
虎
の
口
と
推
考
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
昭
和
四
三
―
四
四
年
の
両
年
度

に
わ
た
り
、
細
密
な
学
術
的
発
掘
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
少
く
と
も
、
戦
国
時
代

以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
石
垣
跡
が
、
下
の
郭
で
は

一
〇
メ
ー
ト
ル
、
上
の
郭
で
は

一

〇
メ
ー
ト
ル

・
一
五
メ
ー
ト
ル
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
と
三
方
を
国
む
石
垣
が
発
見
さ

れ
た
。

な
お
、
塩
田
城
跡
の
東
西
の
固
め
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
村
上
氏
が
居
城
し
て

か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
石
神
部
落
の
吉
澤
城
そ
の
他
が
あ
り
、
西
方

へ
の
備
え
と
し

て
は
野
倉
部
落
の
馬
伏
城
そ
の
他
が
布
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
城
跡
は
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
に
お
い
て
、
他

に
多
く
例
を
み
な
い
が
、

さ
ら
に
そ
の
北
方

に
つ
づ
く
宏
大
な
侍
屋
敷
を
あ
わ
せ
考
え
た
場
合
、
お
そ
ら
く

信
濃
に
お
け
る
最
大
の
城
跡
と
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
も
か
つ
て
の
市
場

で
あ

っ
た
横
町
を
通
じ
て
、
東
方
に
真
言
宗
の
古
刹
前
山
寺

（
室
町
初
期
を
や
や

降

っ
て
の
建
築
）
が
あ
り
、
西
方

に
建
長
寺
末
の
臨
済
宗
龍
光

院

（
現

在

曹

洞

宗
）
が
布
置
さ
れ
て
い
る
計
画
的
な
形
態
は
極
め
て
有
力
な
氏
人
の
居
館
址
で
あ

る
こ
と
を
思
わ
し
め
る
に
充
分
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
城
跡
が
弘
法
山
北
斜
面
の
束
西
両
山
嘴
に
抱
か
れ
て
構
築
さ
れ
て

い
る
姿
か
ら
少
く
と
も
鎌
倉
時
代

に
洲

っ
て
の
築
城
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
考

さ
れ
る
。

塩
田
地
方
は
、
城
勝
光
院
領
塩
田
庄
に
属
し
て
お
り
、
島
津
氏
が
地
頭
職
に
補

任
さ
れ
て
い
た
が
、
後
北
条
氏
が
こ
れ
を
襲

っ
て
い
る
こ
と
は
、
文
献
的
に
明
ら

塩 田 城 館 跡
第一次発掘調査の現状



か
で
あ
る
。
誰
が
最
初

に
地
頭
職
を
得
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
北
条
重
時
の
子

義
政
が
こ
の
地
に
隠
棲
し
て
い
る
事
実
か
ら
み
て
、
い
ず
れ
は
両
氏
の
間
の
こ
と

と
推
考
さ
れ
る
。

義
政
の
子
国
時
は
元
弘
の
変
に
お
い
て
、
そ
の
子
俊
時
と
共
に
鎌
倉
に
死
し
、

こ
の
塩
田
の
北
条
氏
の
系
脈
は
た
た
れ
た
が
、
こ
れ
を
承
け
て
村
上
信
貞
が
塩
田

庄

一
二
郷
を
領
有
し
た
こ
と
が
毛
利
家
本
太
平
記
に
見
え
て
お
り
、
本
来
村
上
氏

の
有
力
な
基
地
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

文
書
の
示
す
限
り
で
は
、
義
政
が
守
護
と
な

っ
た
形
跡
は
な
く
、
信
濃
守
護
は

北
条
義
時
か
ら
そ
の
子
重
時
に
及
び
、
ひ
き
つ
づ
い
て
そ
の
孫
義
宗
、
そ
の
子
久

時
と
つ
づ
き
、
義
政
の
弟
業
時
の
孫
基
時
か
ら
仲
時
が
こ
れ
を
継
い
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
人

々
の
う
ち
信
濃
に
地
頭
職
を
有
し
て
い
た
も
の
も
あ
る
が
、

関
係
箇
所
に
守
護
所
と
み
ら
れ
る
場
所
は
ま
っ
た
く
な
い
。
お
そ
ら
く
信
濃
を
支

配
し
た
守
護
所
は
こ
の
塩
田
の
地
に
お
か
れ
、
ひ
き
つ
づ
き
こ
の
地
で
継
承
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
考
さ
れ
る
。

村
上
氏
は
こ
こ
を
領
し
て
か
ら
戦
国
時
代
に
及
ん
で
い
る
が
、
漸
次
小
県
郡

一

帯
か
ら
佐
久
地
方

に
ま
で
勢
力
を
張
る
に
至

っ
た
が
、
武
田
晴
信
の
信
濃
侵
＝―各
は

村
上
氏
と
の
角
逐
に
始
ま
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
晴
信
の
天
文

一
七
年
二
月
の

上
田
原
の
敗
戦
、
同

一
九
年
八
月
の
砥
石
城
の
戦
も
塩
田
城
を
坂
城
の
村
上
氏
の

本
拠
か
ら
孤
立
せ
し
め
て
、
こ
れ
を
陥
れ
よ
う
と
の
策
戦
で
あ
り
、
そ
の
難
攻
不

落
と
み
る
や
、
晴
信
は
中
信
地
方
を
陥
れ
た
後
、
同
二
二
年
四
月
麻
績
か
ら

一
挙

に
坂
城
を
自
落
せ
し
め
、
そ
の
八
月
っ
い
に
塩
田
城
を
自
落
せ
し
め
て
い
る
。
以

来
晴
信
は
こ
こ
を
策
戦
基
地
と
し
て
北
信
地
方
の
攻
略
に
出
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
塩
田
城
は
佐
久
関
東
地
方
並
び
に
中
信
、
南
信
地
方
を
結
ぶ

交
通
上
重
要
な
要
点
に
あ

っ
た
こ
と
か
ら
鎌
倉
時
代
以
降
戦
国
時
代
末
期
に
い
た

る
ま
で
、
信
濃

に
お
け
る
政
治
的

・
軍
事
的
に
有
力
な
拠
点
と
し
て
存
在
し
て
き

た
の
で
あ
る
。



村

上

氏

城

館

跡

葛
尾
城

坂
城
町
の
北
端
、
埴
科
郡
戸
倉
町
と
の
境
の
標
高
八
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
山
上
に

あ

っ
て
、
峯
か
ら
西
南

に
連
互
す
る
山
の
背
を
利
用
し
て
築
造
し
た
山
城
で
、
本

郭
を
中
央

に
設
け
、
そ
の
左
右
に
数
多
く
の
脇
郭
及
び
段
郭
を
構
え
て
い
る
。

本
郭
は
最
高
所
を
占
め
、
長
さ
二
九
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
二
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
長

方
形
を
な
し
、
東
北
の

一
辺
に
土
居
敷
二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
の

土
塁
跡
を
残
し
て
い
る
が
、
他
は
平
坦
で
あ
る
。
後
世
土
塁
を
崩
し
て
削
平
し
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
本
郭
の
西
方
は
急
斜
面
を
な
し
、
そ
の
裾
は
山
の
背
に
直

角
方
向
に
掘
り
切

っ
て
、
底
の
幅
三

・
五
メ
ー
ト
ル
の
逆
梯
形
の
空
壕
と
し
、
そ

の
西
南
方
に
東
西
七
メ
ー
ト
ル
、
南
北

一
四
メ
ー
ト
ル
の
第
二
の
郭
が
あ

っ
て
、

そ
れ
に
Ｒ
つ
い
て
底
幅
五
メ
ー
ト
ル
の
堀
切
を
設
け
、
更
に
東

西

一
九

メ
ー
ト

ル
、
南
北
の
幅

一
二
メ
ー
ト
ル
の
第
二
の
郭
が
そ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。

第
三
の
郭
よ
り
西
南
方
に
は
傾
斜
面
を
削
平
し
た
箕
状
の
段
郭
が

一
四
個
階
段

状
に
連
続
し
て
い
る
。

本
郭
の
東
北
方
も
急
斜
面
を
な
し
、
裾
に
空
壕
と
腰
郭
を
設
け
、

つ
い
で
底
幅

三
メ
ー
ト
ル
の
空
壕
を

へ
だ
て
て
脇
郭

（
長
さ

一
二
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
一
メ
ー
ト

ル
）
が
あ

っ
て
、
更
に
つ
づ
い
て
空
壕

（底
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
）
を

へ
だ
て
て
長
さ

所
在
地
　
　
埴
科
郡
坂
城
町

交
　
通
　
　
信
越
本
線
坂
城
駅

一
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
メ
ー
ト
ル
の

一
郭
と
こ
れ
に
つ
づ
い
て
山
背
を
切
断
し
て

設
け
た
小
郭
が
四
個
連
続
し
て
い
る
。

本
郭
を
構
成
す
る
四
方
の
土
壁
面
に
は
、
こ
の
山
か
ら
産
出
し
な
い
安
山
岩
質

の
石
や
山
麓
か
ら
運
搬
し
た
と
思
わ
れ
る
河
原
石
が
土
留
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
ほ
か
は
、
自
然
の
山
背
を
掻
き
削

っ
て
構
築
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

村
上
氏
館
跡

葛
尾
城
の
南
山
麓
に
あ

っ
て
現
在
村
上
氏
の
菩
提
の
た
め
建
立
し
た
村
上
山
満

泉
寺
の
寺
地
と
そ
の
周
辺
を
合
め
た
南
北

一
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西

一
七
〇
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
ほ
ぼ
方
形
を
し
て
い
る
地
域
が
村
上
氏
代

々
の
居
館
跡
で
あ
る
。
満

泉
寺
は
そ
の
ほ
ぼ
中
央

に
あ

っ
て
、
南
北
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
四
五
メ
ー
ト

ル
の
矩
形
を
な
し
、
総
門
の
左
右
に
鐘
楼
、
土
蔵
、
本
堂
の
手
前
左
右
に
位
牌
堂

（
元
衆
寮
）
、
庫
裡
が
あ

っ
て
、
北
東
隅
に
土
蔵
、
東
南
隅
に
東
司
、　
裏

門
が
あ

っ
て
、
四
方
に
塀
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。

寺
地
境
は
四
方
に
狭
い
水
路
が
め
ぐ
り
、
北
方
に
は
水
路
内
側
に
小
規
模
な
が

ら
土
塁
の
跡
と
思
わ
れ
る
土
堤
が
あ
る
。
寺
地
に
つ
づ
く
西
方
に
東
西
五
〇
メ
ー

ト
ル
、
南
北
六
〇
メ
ー
ト
ル
の

一
区
画
が
あ
っ
て
寺
地
よ
り
僅
か
に
低
目
で
大
半

は
水
田
で
あ
る
が
北
方
に
あ
る
小
地
域
の
墓
地
は
幅
四
メ
ー
ト
ル
程
で
土
塁
の
跡



村 L氏 館跡指定区域図 (1:600)



で
あ

っ
た
如
く

一
段
高
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の

一
区
画
の
四
周
に
堀
跡
の
名
残
り

と
見
ら
れ
る
小
幅
の
水
路
が
め
ぐ

っ
て
い
る
。

こ
の
両
区
画
の
東
方
は
水
田
で
、
北
方
も
大
半
水
田
で
、
西
寄
り
に
民
家
と
畑

が
入
り
交

っ
て
あ
る
。
ま
た
西
方
と
南
方
は
民
家
が
立
並
ん
で
い
る
が
東
南
隅
は

大
半
畑
で
あ
る
。

館
跡
の
西
に
南
か
ら
北
に
通
ず
る
坂
城
神
社
の
参
道
が
あ

っ
て
、

道

の
東

側

（
館
跡
の
西
端
）
に
沿

っ
た
水
路
は
か
つ
て
か
な
り
広
い
堀
跡

で

あ

っ
た

と

い

い
、
そ
の
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。

満
泉
寺
の
寺
地
と
西
方
の

一
区
画
を
併
せ
た
地
域

（
一
一
四
四
―

一
一
四
七
の

四
番
地
）
は
東
西
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
六
〇
メ
ト
ト
ル
あ

っ
て
館
の
中
心

部
を
な
し
、
内
堀
内
に
当

っ
て
い
て
、
館
跡
は
回
字
形
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
館
跡
の
乾
の
方
角
に
接
し
て
坂
城
神
社
が
あ
り
、
長
の
方
角

に
天

福

寺

（
元
真
言
宗
で
村
上
氏
の
祈
願
寺
、
現
在
大
英
寺
）
巽
の
方
角
に
館
跡
に
接
し
て

蔵
屋
敷
と
称
す
る

一
区
画

（坂
城
小
学
校
北
）
、
が
あ

・
っ
て
館
跡
の
南
の
日
名
沢
の

断
崖
に
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
館
跡
内
の
西
北
隅
に
厩
屋
と
称
す
る
地
が
あ
り
、

館
跡
西
中
程
の
土
橋
を
お
堀
橋
と
い
い
、
館
跡
束
方
を
栗
田
屋
敷

（村
上
氏

一
族

栗
田
氏
の
屋
敷
）
館
跡
南
側
の
民
家

一
帯
を
下
長
屋
と
称
し
、
西
南
方
を
桜
馬
場

と
称
し
て
い
る
寺
地
を
木
の
下
と
い
っ
て
い
る
。

村
上
氏
の
発
祥
地
は
旧
更
級
郡
村
上
村
で
、
平
安

。
鎌
倉
を
通
じ
て
同
地
を
本

拠
と
し
、
保
元

。
平
治
の
乱
に
加
わ
り
後
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
と
し
活
動
し
た
。

旧
村
上
村
か
ら
坂
城
に
移

っ
た
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
南
北
朝
の
末
、

元
中
九
年

（
明
徳
三
年

（
一
三
九
二
―
満
泉
寺
記
録
）
あ
る
い
は
元
中
元
年

（埴

科
郡
志
）
葛
尾
城
を
築

い
て
移

っ
た
と
い
う
。

三
階
堂
工
藤
系
図
や
諏
方
上
宮
五
月
会
頭
役
結
番
下
知
状
等
に
よ
る
と
、
鎌
倉

時
代
工
藤
祐
経
の
子
祐
長

（薩
摩
守
）
が
坂
城
郷
地
頭
職
と
な
り
、
そ
の
子
祐
氏

は
坂
城
北
条
を
い
同
祐
廣
は
同
南
条
を
領
し
た
。
市
河
文
書
に
よ
る
と
、
建
武
二

年
祐
長
の
子
孫
薩
摩
刑
部
左
衛
門
尉
入
道
は
、
北
条
時
行
に
与
し
て
坂
城
北
条
に

城
郭
を
構
え
て
兵
を
あ
げ
、
村
上
信
貞
が
こ
れ
を
攻
め
て
破

っ
た
。
薩
摩
氏
の
よ

っ
た
城
郭
は
坂
城
御
所
沢
に
あ
っ
て
鎌
倉
の
地
字
、
木
戸
日
館
跡
に
ち
な
ん
だ
地

名
を
残
し
て
い
る
。
信
貞
は
建
武
二
年
箱
根
竹
ノ
下
の
戦
功
に
よ
っ
て
足
利
直
義

か
ら
小
県
郡
塩
田
庄
を
恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
が
坂
城
を
領
し
た
こ
と
を
証
す

る
も
の
は
な
い
。

南
北
朝
の
末
頃
の
至
徳
年
間
、
幕
府
は
信
濃
守
護
職
を
小
笠
原
氏
か
ら
取
上
げ

て
斯
波
義
種
に
与
え
、
守
護
所
も
埴
科
郡
舟
山
か
ら
水
内
郡
平
芝
に
移
し
た
が
、

こ
の
時
村
上
国
頼
は
小
笠
原
氏
を
援
け
て
守
護
に
叛
き
諸
所
で
守

護

軍

と
戦

っ

た
。
ま
た
、
応
永
七
年
村
上
満
信
は
、
新
守
護
小
笠
原
長
秀
の
専
横
を
憎
み
国
人

を
糾
合
し
て
そ
の
入
部
を
阻
み
、
大
塔
に
こ
れ
を
破

っ
て
北
信
の
旗

頭

と

な

っ

た
。
こ
の
頼
国
の
頃
、
自
然
の
要
害
で
あ
る
坂
城
に
館
を
構
え
、
そ
の
要
害
と
し

て
葛
尾
城
を
構
築
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

満
信
の
後
、
政
清
は
高
井

。
水
内
方
面
に
勢
力
を
仲
長
し
、
あ
る
い
は
小
県
方

面
に
海
野
氏
の
所
領
を
侵
し
、
幕
府
の
衰
退
に
乗
じ
て
東
北
信
に
威
を
振
い

（
諏

方
御
符
礼
之
古
書
）
村
上
義
清
に
至

っ
た
。
天
支
九
年
武
田
信
虎
、

Ｒ
つ
い
て
晴

信
の
信
濃
経
――各
が
始
ま
る
と
、
小
県

・
佐
久
方
面
に
あ
る
い
は
筑
摩
方
面
に
出
兵

し
て
信
濃
諸
豪
を
助
け
、
天
支

一
七
年
晴
信
の
軍
を
上
田
原
に
破
り
、
同

一
九
年

小
県
郡
戸
石
城
に
晴
信
の
軍
を
引
付
け
て
破

っ
た
が
、
同
二
〇
年
戸

石

城

を

失

い
、
天
文
三
二
年
四
月
――青
信
の
た
め
葛
尾
城
を
攻
め
落
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
城
の



回
復
を
計

っ
た
が
成
ら
ず
、
葛
尾
城
及
び
館
は
村
上
氏
か
ら
離
れ
た
。
晴
信
は
葛

尾
城
を
取
立
て
、
将
を
お
い
た
時
も
あ
っ
た
が
、
北
信
経
略
後
は
戦
略
上
重
要
性

を
失

っ
た
。

天
正

一
〇
年
武
田
勝
頼
滅
亡
後
、
北
信
は
上
杉
景
勝
の
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

青

柳

氏

城

館

跡

清
長
寺
館
跡

こ
の
館
跡
は
青
柳
部
落
の
東
方
に
位
置
し
て
い
る
。
規
模
は
清
長
寺
境
内
と
そ

の
南
隣
の
地
で
寺
小
路
二
、
七
七
二
番
と
二
、
七
七
六
番
の
地
域
と
推
定
さ
れ
、

東
西
四
五

・
二
五
メ
ー

・
ト
ル
、
南
北
は
東
側
六
三

・
三
五
メ
ー
ト
ル
、
西
側
八

一

。
四
五
メ
ー
ト
ル
の
梯
形
状
を
な
し
西
面
し
て
い
る
。
宿
駅
の
あ
っ
た
青
柳
部
落

よ
り
通
じ
て
い
る
寺
小
路
八
大
門
）
を
上
り
、
清
長
寺
の
庫
裏
前
に
あ
る
物
置
の

石
垣
下
で
左
に
折
れ

一
〇
メ
ー
ト
ル
程
で
山
門
前
に
出
る
。
こ
の
庫
裏
の
あ
た
り

が
館
の
中
央
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
本
堂
は
北
寄
り
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
従

っ

て
物
置
の
辺
が
そ
の
正
面
に
な
る
が
石
垣
を
積
み
出
し
た
た
め
原
形
は
不
明
で
あ

′υ。山
門
よ
り
北
の
半
分
は
大
体
原
初
の
ま
ま
で
石
垣
の
高
さ
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、

南
半
は
地
な
ら
し
を
し
て
あ
る
の
で
、
寺
小
路
二
、
七
七
二
番
と
二
、
七
七

一
番

と
の
間
は
緩
傾
斜
と
な
り
昔
の
姿
を
留
め
な
い
。

南
面
に
は
そ
の
原
形
が
う
か
が
わ
れ
、
寺
小
路
二
、
七
七
二
番
と
二
、
ｔ
七
四

。
二
、
七
七
五
番
地
の
間
に
は
高
さ
三

・
六
二
メ
ー
ト
ル
の
古
い
形
式
の
石
垣
が

所
在
地

一父
　
通 て

、
海
津
城
将
に
村
上
義
清
の
子
景
国
が
お
か
れ
た
。
こ
の
時
景
国
は
満
泉
寺
を

館
跡
に
移
し
、
祖
先
菩
提
の
た
め
の
寺
と
し
た
。
ン」
れ
が
現
在
の
満
泉
寺

で
あ

スυ。

東
筑
摩
郡
坂
北
村
青
柳

篠
ノ
井
線
坂
北
駅

今
も
見
ら
れ
る
。
束
而
は
本
堂
の
背
後
、
小
堰
を
通
じ
て
い
る
あ
た
り
と
考
え
ら

れ
、
東
西
九
ざ
〇
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
七

。
一
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
三
段
か
ら

な
る
平
坦
な
帯
郭
状
の
段
地
と
な
り
次
第
に
城
山
に
続
く
尾
根
に
連

っ
て
い
る
。

北
面
は
自
然
の
小
丘
を
利
用
し
て
土
居
と
し
東
南
よ
り
北
西
に
走
り
幅

一
〇

・
九

六
メ
ー
ト
ル
余
の
処
も
あ
る
。

〔水
の
手
〕
こ
の
館
の
飲
用
水
は
東
南
の
沢
か
ら
引
き
、
現
在
本
堂
の
背
後
よ
り

北
の
池
に
入
れ
、
更
に
館
前
面
の
侍
屋
敷
の
あ

っ
た
地
帯
に
通
じ
て
い
る
。
こ
れ

は
昔

の
姿
を
遺
し
て
い
る
。
山
門
の
傍
に
あ

っ
た
井
戸
は
今
日
廃
さ
れ
て
い
る
が

古
い
伝
承
を
も
っ
て
い
る
。
な
お
、
地
形
上
、
堀
を
構
え
る
必
要
は
な
い
が
、
館

の
北
西
隅
に
水
田
が
あ
る
の
を
見
る
と
、
館
の
威
容
を
示
す
た
め
の
空
堀
が

一
部

に
あ

っ
た
も
の
か
。

〔
町
割
〕
青
柳
部
落
よ
り
館
跡
に
通
ず
る
寺
小
路
の
南
側
二
七

。
一
五

メ

ー

ト

ル
、
北
側
五
四

・
三
メ
ー
ト
ル
が
町
割
で
あ
る
。
館
跡
よ
り
数
え
て
三
二

・
七
二

メ
ー
ト
ル
ず

つ
の
も
の
二
段
、
二
七

・
一
五
―
三
二

・
五
八
メ
ー
ト
ル
の
も
の
三

段
の
階
段
状
を
な
し
て
青
柳
部
落
に
続
い
て
い
る
。
町
割
の
中
央

に
小

堰

を

通



清 長 寺 館 跡
清長寺館跡と侍屋敷のあ_)た 処を北方より見る。

じ
、
明
ら
か
に
二
区
画
に
分
た
れ
、
そ
の
西
端
に
な
お

一
条
の
小
堰
が
通
じ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
寺
小
路
と
い
う
が
、
も
と
は
単
に

「
小
路
」
と
い
っ
て
い

た
侍
屋
敷
と
推
定
さ
れ
る
。

青
柳
氏
城
跡

筑
北
地
方
の
中
央

に
位
置
す
る
四
阿
屋
山

（
一
三
八
七
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
西
北

向
の

一
大
尾
根
先
に
あ

っ
て
、
標
高
九
〇
七
メ
ー
ト
ル
で
南
北
西
の
三
斜
面
は
急

峻
で
特
に
北

。
西
は
甚
し
い
。
こ
こ
よ
り
筑
北
盆
地
の
諸
城
跡
を
指
呼
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
山
城
は
狭
に
な
尾
根
を
約
二

一
八
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
削
り
八
ケ

の
郭
と
七
条
の
空
堀
を
置

い
て
お
り
、
そ
の
最
西
端
が
主
郭
と
な
り
、
要
害
険
岨

を
極
め
て
い
る
。

第

一
郭
　
束
西
五
二

・
四
九
メ
ー
ト
ル
、
市
北
は
広
い
と
こ
ろ
で

一
八

。
一
メ

ー
ト
ル
、
狭

い
と
こ
ろ
で

一
二

・
六
七
メ
ー
ト
ル
で
東
と
西
に
土
居
跡
が
遺
る
。

土
居
は
も
と
四
周
に
あ

っ
た
ら
し
く
、
土
居
の
周
辺
は
石
積
と
な

っ
て
い
て
、
現

在
北
――ｌｌｌ
に
そ
の
跡
が
三
ケ
所
、
南
側
は
西
端
に
離
か
に
地
ら
れ
る
以
外
は
な
く
な

っ
て
お
り
、
西
側
は
全
く
な
い
。
も
と
郭
の
西
――――
が
最
も
高
く
、
こ
こ
に
幅
三

・

六
二
メ
ー
ト
ル
の
虎

国
が
今
も
遺

っ
て
い
る
。

第
二
郭
　
第

一
郭
よ
り
束

へ
六

。
三
四
メ
ー
ト
ル
下

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
東

西

一
二

・
六
七
メ
ー
ト
ル
、
南
北

一
六

。
二
九
メ
ー
ト
ル
で
南
方
に
石
垣
の
跡
が

あ
る
。

第
二
郭
　
第
二
郭
よ
り
約
ニ
メ
ー
ト
ル
下
る
と
、
東
西

一
一
丁

六

七

メ
ー
ト

ル
、
南
北

一
〇

。
九
六
メ
ー
ト
ル
の
広
い
空
堀
と
い
っ
た
郭
で
あ
る
。
南
方
に
石

垣
の
あ
と
が
地
ら
れ
、
今
は
青
柳
部
落
よ
り
の
登
山
路
が
あ
る
。

第
四
郭
　
第
二
郭
よ
り
東

へ
一
一０

。
八
六
メ
ー
ト
ル
１１
る
と
、
東
西

一
六

・
三



九
メ
ー
ト
ル
、
南
北

一
〇

・
八
六
メ
ー
ト
ル
の
郭
が
あ
る
。
こ
の
郭
の
東
に
幅
四

・
五
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二

・
七
二
メ
ー
ト
ル
の
小
空
堀
が
掘
ら
れ
て
い
る
。

第
五
郭
　
束
西
二
三

・
五
三
メ
ー
ト
ル
、
南
北
九

・
〇
五
メ
ー
ト
ル
、
こ
こ
は

本
城
中
の
最
も
高

い
処
で
、
中
央

に
窪
地
が
あ
る
。
郭
の
東
端
に
は
高
さ
三

・
六

二
メ
ー
ト
ル
の
七
サ
‐‐
―
が
あ
り
、
そ
の
背
後

に

一
大
空
堀
が
あ
る
。

第
六
郭
　
第
五
郭
の
上
居
の
束
の
急
斜
面
を

一
八

・
一
メ
ー
ト
ル
下
る
と
大
空

堀

（第
二
堀
）
が
掘
ら
れ
、
そ
の
南
北
両
端
が
嵐
と
な

っ
て
山
の
中
腹
に
ま
で
及

ん
で
い
る
。
堀
を
上
る
と
、
五

・
四
三
メ
ー
ト
ル
に
し
て
、
ま
た
幅
三

・
六
二
メ

ー
ト
ル
、
深
さ

一
・
八

一
メ
ー
ト
ル
の
小
空
堀

（
第
二
堀
）
が
あ
り
、
そ
の
東
に

束
西

一
二

・
六
七
メ
ー
ト
ル
、
市
北
五

。
四
三
メ
ー
ト
ル
の
第
六
郭
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
郭
は
や
や
南

に
傾
き
、
そ
の
北
の
高

い
処
に

「
は
く
じ
ゅ
」
の
老

木
が
あ
り
、
北
側
に
石
垣
が
遺

っ
て
い
る
。

第
七
郭
　
第
六
郭
か
ら
東
に
九

・
〇
五
メ
ー
ト
ル
下
る
と
、
第
四
の
空
堀
が
あ

る
。
堀
を
五

・
四
三
メ
ー
ト
ル
上
る
と
第
七
郭
が
あ
る
。
東
西
二
三

・
五
三
メ
ー

ト
ル
、
南
北
五

・
四
三
メ
ー
ト
ル
、
第
八
郭
と
の
間
に
深
さ
二

・
七

二

メ

ー

ト

ル
、
幅
五

・
四
三
メ
ー
ト
ル
の
空
堀

（第
五
堀
）
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同

一
平
面
に

あ
る
。

第
八
郭
　
ンア
」
は
束
西
二
五

・
三
メ
ー
ト
ル
、
南
北
五

・
四
三
メ
ー
ト
ル
で
南

に
傾
き
、
郭
と
い
う
よ
り
尾
根
の
背
部
の
よ
う
な
地
域
で
あ
る
。
こ
の
第
八
郭
よ

り
束
に
二

一
・
七
二
メ
ー
ト
ル
程
下
る
と
、
本
城
最
大
の
空
堀

（第
六
堀
）
が
掘

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
堀
の
南
北
両
端
も
嵐
と
な

っ
て
山
の
中
腹
に
及
ん
で
お
り
、

そ
の
斜
面
に
は
積
石
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
大
空
堀
を
七

・
二
四
メ
ー

ト

ル
程

上

り
、
更
に
九

・
〇
五
メ
ー
ト
ル
ド
る
と
、
第
七
堀
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
堀
を

最
後
と
し
て
尾
根
は
緩
き
上
り
勾
配
で
東
に
延
び
て
山
城
と
し
て
の
構
築
は
終

っ

て
い
る
。

帯
郭
　
本
城
の
南
斜
面
は
言
わ
ば
大
手
口
に
あ
た
り
、
第

一
郭
の
南
西
隅
よ
り

下
に
続
い
て
六
条
の
帯
郭
が
階
段
状
に
設
け
ら
れ
、
現
在
青
柳
部
落
よ
り
の
登
山

路
に
沿

っ
て
、
道
の
両
側
に
二
〇
ケ
程
の
小
帯
郭
が
見
ら
れ
る
が
、
北
と
西
は
急

斜
面
の
た
め
構
築
は
な
い
。
ま
た
青
柳
城
の
南
焼
の
城
の
沢
を
隔
て
て
南
側
の
尾

根
の
北
斜
面
を
上
り
詰
め
る
と
第
八
郭
背
後
の
大
空
堀

へ
容
易
に
達
す
る
の
で
、

こ
こ
に
帯
郭
を
置
い
て
い
る
。
城
の
沢
を
上
る
と
、
水
の
手
ま
で
幾
筋
も
の
帯
郭

が
見
ら
れ
、
更
に
水
の
手
上
方
に
も
同
様
に
多
く
の
帯
郭
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
こ

il柳 氏 城 跡



の
方
面
の
水
の
手
を
防
備
す
る
た
め
の
構
築
で
あ
る
。

現
在
堤

（
城
の
池
）
の
上
方
、
城
の
沢
を
上
る
と
、
こ
こ
に
水
の
手
が
あ
り
、

今
も
清
水
が
湧
い
て
い
る
。
し
か
し
青
柳
は
水
に
乏
し
い
の
で
、
滝
の
沢
の
水
源

池
で
あ
る

「
上
古
堤
」
に
用
水
池
を
設
け
て
引
水
し
た
形
跡
が
幅
五

。
四
三
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
石
垣
よ
り
な
る
土
堤
に
み
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
山

の
中
腹
を
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
の
水
路
を
も

っ
て
前
記
水
の
手
に
導

い

て

い

る
。
こ
の
水
は
山
城
の
飲
用
水
の
み
で
な
く
館
跡
、
侍
屋
敷
を
う
る
お
し
、
佃
田

に
も
そ
そ
い
で
い
る
。

〔旗
塚

。
そ
の
他
〕
本
城
の
南
方
に
大
小

一
七
ケ
の
旗
塚
が
山
城
と
直
角
の
方
向

に

一
直
線
に
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
四
阿
屋
山
の
中
腹
に

「
長
者
原
」
と
い
う
広

い
草
原
が
あ
る
が
、
こ
こ
に

「
隠
れ
畑
」
と
称
す
る
土
居
を
も
つ
遺
構
が
認
め
ら

れ
る
。
こ
れ
は
青
柳
城
の
背
後
を
固
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
城
よ
り
北
に

出
て
い
る
尾
根
先
に
狐
屋
敷
と
称
す
る
監
視
哺
を
置

い
た
構
え
が
見
ら
れ
る
。

〔支
城
〕
青
柳
城
は
む
き
出
し
の
本
城
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
防
衛
す
る
た
め
、
筑

北
の
各
処
に
次
の
如
き
支
城
や
砦
を
設
け
て
、
こ
の
盆
地
に
侵
入
す
る
敵
に
備
え

て
い
る
。

竹
場
城

（
鍋
山
城
）
束
筑
摩
郡
坂
北
村
竹
場

仁
熊
城

（隠
城
）
　

束
筑
摩
郡
坂
北
村
仁
熊

西
条
城
　
　
　
　
　
東
筑
摩
郡
本
城
村
西
条

束
条
城
　
　
　
　
　
束
筑
摩
郡
本
城
村
束
条

唐
鳥
屋
城

（
乱
橋
城
）
東
筑
摩
郡
本
城
村
乱
橋

矢
倉
城
　
　
　
　
　
束
筑
摩
郡
麻
績
村
矢
倉

青
柳
城
跡
は
青
柳
氏
の
史
跡
で
あ
る
が
、
麻
績
御
厨
の
預
職
と
な

っ
た
青
柳
氏

は
始
め
中
村
部
落
に
居
館
を
構
え
た
が
、
戦
国
時
代
に
入
り
己
が
居
城
の
城
山
の

麓
に
館
を
移
し
青
柳
町
を
営
ん
だ
。
青
柳
氏
は
深
志
の
小
笠
原
氏
に
属
し
て
い
た

が
、
天
文
二
二
年

（
一
五
五
三
）
四
月
武
田
晴
信
が
筑
北
に
兵
馬
を
進
め
る
に
及

ん
で
武
田
氏
に
従

っ
た
。
そ
の
後
上
杉
氏
の
来
攻
に
あ
っ
て
青
柳
城
は
放
大
さ
れ

た
。
や
が
て
武
田
氏
の
反
撃
に
よ
り
筑
北
は
天
正
初
年
ま
で
そ
の
支
配
を
受
け
青

柳
氏
は
服
部
氏
の
あ
と
を
襲
っ
て
麻
績
城
に
移

っ
た
。
こ
の
地
は
上
杉
氏
の
領
有

す
る
川
中
島
地
方
と
接
ｔ
て
い
た
の
で
青
柳
氏
は
い
つ
も
苦
境
に
置
か
れ
た
。
天

正

一
〇
年

（
一
五
八
二
）
二
月
武
田
氏
が
滅
亡
し
、
筑
摩

。
安
曇
両
郡
は
織
田
信

長
に
よ
り
木
曽
義
昌
の
領
知
と
な
っ
た
が
青
柳
氏
の
立
場
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の

年
六
月
織
田
氏
亡
び
信
濃
の
形
勢
は

一
変
し
、
上
杉
勢
の
筑
摩
郡
侵
入
と
な
り
、

青
柳

・
麻
績
等
の
諸
氏
は
こ
れ
を
迎
え
て
、
筑
北
は

一
時
上
杉
氏
の
支
配
下
と
な

っ
た
。
上
杉
氏
は
麻
績
氏
を
麻
績
城
に
復
帰
さ
せ
、
青
柳
氏
を
青
柳
城
に
も
ど
し

た
。
同
年
七
月
上
杉
勢
を
逐
っ
て
深
志
に
入
城
し
て
来
た
小
笠
原
貞
慶
は
筑
北
に

兵
を
進
め
青
柳
氏
に
迫
っ
た
。
青
柳
氏
は
麻
績
城
入
部
の
こ
と
に
か
ら
む
上
杉
氏

へ
の
感
情
か
ら
貞
慶
に
味
方
し
て
厚
い
恩
賞
を
受
け
た
。

か
く
て
筑
北
の
地
は
小
笠
原
対
上
杉
の
争
奪
の
圏
と
な
っ
た
。
天
正

一
一
年
四

月
、
上
杉
景
勝
自
ら
麻
績
城
に
出
馬
し
、
貞
慶
は
青
柳
氏
と
共
に
青
柳
城
を
本
拠

と
し
て
上
杉
勢
と
戦

っ
た
が
敗
れ
て
深
志
に
退
い
た
。
景
勝
は
青
柳
城
に
春
日
氏

を
置
き
、
青
柳
氏
は
父
祖
伝
来
の
地
を
は
な
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
正

一
二
年

春
、
貞
慶
は
再
び
筑
北
に
進
攻
し
た
が
上
杉
勢
の
後
援
に
よ
っ
て
大
敗

と
な
っ

た
。
然
し
、
景
勝
は
間
も
な
く
自
発
的
に
麻
績
城
を
引
払

っ
た
の
で
、
貞
慶
は
筑

北
盆
地
を
占
領
し
、
青
柳
氏
は
戦
功
に
よ
り
青
柳

・
麻
績
両
城
を
得
て
筑
北
を
治

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
天
正

一
五
年

（
一
五
八
七
）
九
月
青
柳
氏

（頼



長
）
は
貞
慶
の
召
に
よ
っ
て
松
本
城
に
赴
く
途
上
の
要
撃
に
あ

っ
て
非
業

の
最
期

を
と
げ
、
さ
ら
に
別
動
隊
に
よ
っ
て
青
柳
城
の

一
族
が
殺
さ
れ
て
青
柳
氏
は
亡
び

た
。こ

の
史
跡
は
上
杉

・
武
田

・
小
笠
原
三
氏
の
争
乱
に
裕
き
こ
ま
れ
て
苦
難
に
処

し
た
青
柳
氏
の
城
館
跡
で
、
筑
北
地
方
の
中
央

に
麻
績
城
と
な
ら
ん
で
あ
り
、
多

く
の
支
城
や
砦
に
囲
ま
れ
た
要
害
の
険
岨
な
山
城
で
あ
る
。
城
麓
の
館
の
前
面
に

麻
　
績
　
城

跡

服
部
氏
古
屋
敷
館
跡
　
　
麻
績
村
中
町
の
北
裏
に
あ
た
り
、
虚
空
蔵
山
城
よ
り

の
尾
根
先

（峰
小
屋
）
の
山
麓
に
あ

っ
て
北
と
西
は
峰
小
屋
を
負
い
、
東
は
中
谷

沢
に
の
ぞ
み
、
南
に
ゆ
る
く
傾
い
た
地
字
古
屋
敷
の
地
で
、
東
西
五
七

。
九
二
メ

ー
ト
ル
、
南
北
四
二

・
八
七
メ
ー
ト
ル
の

一
郭
で
あ
る
。
中
町
よ
り
約
八

一
。
四

五
メ
ー
ト
ル
の
小
路
が
こ
の

一
郭
の
中
央

に
入
り
、
今
も
八
〇

一
三
の
二
の
地
籍

に
は
高
さ

一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
段
が
遺
り
、
切
図
の
地
番
境
の
状
況
よ
り
、
四
周

に
土
居
を
め
ぐ
ら
し
た

一
郭
が
存
在
し
、
八
〇

一
二

・
八
〇

一
三
番
が
居
宅
の
場

所
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
小
路
の
西
に
薬
師
堂
の
地
字
が
あ
り
、
そ
の
東

に
江
戸

時
代
に
郷
蔵
が
あ

っ
て
村
の
中
心
を
物
語
り
、
前
面
は
宿
駅
と
な

っ
て
い
る
。
沢

を
隔
て
て
城
主
服
部
左
衛
門
の
妻
の
菩
提
を
弔
う
た
め
草
創
さ
れ
た
と
伝
え
る
光

明
寺
屋
敷
が
あ
り
、
峰
小
屋
の
尾
根
先
を
ま
わ
る
と
服
部
氏
の
菩
提
寺
法
善
寺
が

あ
る
。

虚
空
蔵
山
城
跡
（
麻
績
古
城
）
　

麻
績
城
跡
よ
り
南
方
に
出
て
い
る
尾
根
上
に

交 所
在

通 地 は
侍
屋
敷
等
の
町
制
を
原
形
を
失
わ
ず
に
遺
し
て
お
り
、
そ
れ
に
接
し
て
城
主
の

経
営
し
た
青
柳
宿
が
模
式
的
に
発
展
し
て
い
る
。

な
お
山
城
に
戦
国
期
の
戦
乱
前
の
郭
と
、
戦
乱
に
備
え
て
拡
張
さ
れ
た
郭
と
新

旧
築
城
の
変
化
が
見
う
け
ら
れ
る
。

こ
の
城
館
跡
は
南
北
朝
―
室
町
戦
国
時
代
ま
で
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

束
筑
摩
郡
麻
績
村
麻
績

篠
ノ
井
線
　
聖
高
原
駅

あ
る
。
標
高
七
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
尾
根
先
に
天
神
祠
が
あ
る
。
東
側
を
中
谷
、
西

側
を
西
谷
と
言
い
、
こ
こ
に
法
善
寺
が
あ
る
。
山
城

へ
は
背
後
よ
り
登
れ
る
が
け

わ
し
い
の
で
大
手
と
思
わ
れ
る
。
中
谷
は
や
や
緩
や
か
な
の
で
数
郭
が
あ
る
。
尾

根
先
の
麓
に
は
服
部
氏
の
古
屋
敷
館
が
あ
る
。
山
城
は
二
郭
に
分
れ
て
い
る
。

第

一
郭

（主
郭
）

梯
形
状
で
東
西
は
南
で
二
九

・
八
二
メ
ー
ト
ル
い
北
で
二

三

・
五
三
メ
ー
ト
ル
。
南
北
は
東
に
て
二
七

。
一
五
メ
ー
ト
ル
、
西
に
て

一
九

・

九

一
メ
ー
ト
ル
。
東
よ
り
北
に
か
け
て
縁
辺
に
土
居
が
あ
り
、
東
側
の
も
の
は
高

さ

一
メ
ー
ト
ル
、
幅
ニ
メ
ー
■
ル
、
北
側
に
だ
ん
だ
空
品
く
二

・
七
メ
ー
ト
ル
と

な
り
、
こ
こ
に
虚
空
蔵
菩
薩
の
石
像
を
祀

っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
巨
大
な
空

堀
を
う
が

っ
て
あ
る
一
主
郭
の
南
と
束
の

一
部
は
懸
崖
で
登
る
ン」
と

が

出

来

な

い
。
東
南
と
南
西
隅
の
崖
を
下

っ
た
処
に
二
個
の
小
帯
郭
が
あ
る
。
こ
の
辺
よ
り

ゆ
る
い
傾
斜
と
な
る
。
水
の
手
は
主
郭
の
西
南
方
を
三
八
〇
メ
ー
ト
ル
程
下

っ
た

法
善
寺

へ
通
ず
る
西
谷
の
支
谷
に
あ
る
。



第
二
郭
　
第

一
郭
の
背
後
の
急
な
坂
を

一
八

。
一
メ
ー
ト
ル
下
る
と
、
幅
四

。

五
二
メ
ー
ト
ル
の
空
堀
が
あ
り
、
次
に
東
西

一
二

・
六
七
メ
ー
ト
ル
、
南
北

一
五

・
三
八
メ
ー
ト
ル
の
郭
が
あ
る
。
こ
の
郭
の
北
に
浅
い
堀
が
あ
り
、
更
に
細
長
い

一
郭
を
構

え
て
い
る
。
南
北
四
八

・
八
七
メ
ー
ト
ル
、
東
西

一
六

・
二
九
メ
ー
ト

ル
と
三

・
六
二
メ
ー
ト
ル
、
自
然
の
尾
根
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
。
郭
の
東

側
に
は

一
メ
ー
ト
ル
程
下
る
と
、
東
西

一
〇

・
八
六
メ
ー
ト
ル
の
三
角
形
の

一
郭

が
あ
り
、
更
に
東

へ
下
る
と
四
条
の
帯
郭
が
あ
り
、
西
―――――
に
も

一
条
あ
る
。
こ
の

郭
を
北
に
ニ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
下
る
と
二
条
の
浅
い
空
堀
が
お
か
れ
、
そ
れ
よ
り

何
の
構
築
も
な
く
麻
績
城
に
続
い
て
い
る
。
さ
し
て
高
く
な
い
が
要
害
で
あ
り
、

構
築
は
簡
素
で
古
い
。
は
じ
め
は
独
立
の
山
城
で
服
部
氏
の
拠
る
と
こ
ろ
で
麻
績

城
を
詰
城
と
し
て
い
た
が
、
後

に
は
麻
績
城
の
支
城
と
な

っ
た
。

麻
績
城
跡
　
　
麻
績
村
の
北
方
に
高
く
そ
び
え
る
城
山
で
、
九
四
〇
メ
ー
ト
ル

の
頂
に
あ

っ
て
青
柳
城
と
相
対
し
筑
北
盆
地
に
そ
そ
り
立

っ
て
い
る
。
望
山

（
一

〇
二
二
メ
ー
ト
ル
）
の
南
束
よ
り
走
り
来
た

っ
た
尾
根
が
鞍
骨
の
鞍
部
で
西
向
し

て
い
る
末
端
に
あ
る
。
前

‐ｎｉ
に
は
虚
空
蔵
山
城
、背
後
の
望
山
と
共
に
北
山
部
落
の

小
盆
地
を
抱
い
て
い
る
急
峻
な
山
城
で
あ
る
。
そ
の
主
郭
は
山
頂
の
最
西
端
に
あ

っ
て
束
す
る
に
従

っ
て
細
く
な
り
、
）ア
」
⊆

二
郭
と
五
条
の
空
堀
を
置

い
て
い
る
。

第

一
郭

（
主
郭
）
最
西
端
に
あ

っ
て
不
正
長
方
形
、
東
西
は
三
九

・
八
二
メ
ー

ト
ル
、
南
北
は
束
で
二
二

。
三
四
メ
ー
ト
ル
、
西
で
二

一
・
七
二
メ
ー
ト
ル
、
そ

の
西
側
に
は
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
の
上
居
跡
が
あ
る
。

こ
の
処
か
ら
西
に

一
二

・
六

七
メ
ー
ト
ル
下
る
と
、
幅
九

・
〇
五
メ
ー
ト
ル
の

一
郭
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
五

・

四
三
メ
ー
ト
ル
ド
る
ご
と
に
帯
郭
が
階
段
状
に
三
条
、
更
に

一
八
メ
ー
ト
ル
程
ド

る
と
五
条
、
主
郭
の
西
北
隅
に
も
四
条
の
帯
郭
が
階
段
状
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

麻  績  城  跡
前面の低い丘陵上に虚空蔵山城跡がある。



第
二
郭
　
第

一
部
の
東

に
続
き
や
や
高
い
。
そ
の
間
に
幅
七

二
一四
メ
ー
ト
ル
、

深
さ

一
メ
ー
ト
ル
の
空
堀
を
経
て
、
東
西

一
九

・
九

一
メ
ー
ト
ル
、
南
北
九

・
〇

一
メ
ー
ト
ル
の
小
郭
が
あ
る
。

第
二
郭
　
第
二
郭
の
束
に
幅
五

・
四
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

一
メ
ー
ト
ル
、
幅
二

・
七

一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

一
メ
ー
ト
ル
の
二
条
の
堀
を
経
て
、
急
坂
を
登
る
と
、

東
西

一
六

。
二
九
メ
ー
ト
ル
、
南
北
六

。
三
三
メ
ー
ト
ル
の
第
二
郭
に
至
る
。
こ

の
郭
の
束

に
幅
七

・
二
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二

・
七

一
メ
ー
ト
ル
の
堀
が
あ
り
、

こ
れ
よ
り
束
は
こ
の
尾
根
で
最
も
高
処
で
、
尾
根
幅

一
・
八

一
メ
ー
ト
ル
内
外
に

細
ま
り
、　
〓

一
上
ハ
七
メ
ー
■
ル
で
ま
た
小
堀
切
が
あ
る
。
平
な
尾
根
は
東
に
続

き
三
九

・
八
二
メ
ー
ト
ル
に
し
て
急
勾
配
を
も

っ
て
鞍
骨
の
鞍

部

に
下

っ
て

お

り
、
尾
根
は
東
北
に
向

い
望
山
の
方
に
連

っ
て
い
る
。
鞍
骨
の
背
後
の
城
裏
に
小

窪
地
が
あ
り
清
水
が
湧

い
て
い
る
。

こ
の
城
は
虚
空
蔵
山
城
を
前
面
防
衛
と
し
、
そ
の
両
翼
に
安

坂

（坂

井

村

安

坂
）
、
高

（
麻
績
村
）
の
両
城
を
も
ち
、
の
ろ
し
山

（
麻
績
村
）
、
木
曽
殿
城

（
麻

績
村
）
、
矢
倉
城

（麻
績
村
）
等
の
支
城
を
備
え
て
い
る
。

麻
績
の
地
は
越
後

に
至
る
延
喜
官
道
の
宿
駅
で
月
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
鎌

倉
時
代
初
期
か
ら
信
濃
の
神
官
御
厨
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
や
が

て
新
補
地
頭
と
し
て
入
部
し
た
伊
賀

・
服
部
の
二
氏
に
よ
っ
て
御
厨
は
三
分
さ
れ

た
が
そ
の
代
官
は
明
ら
か
で
な
い
。
鎌
倉
幕
府
が
滅
び
た
後
、
信
濃
に
は
北
条
党

の
動
乱
が
各
地
に
起

っ
た
が
、
深
志
知
光
等
の
拠

っ
た
の
は
麻
績
古
城

（虚
空
蔵

山
城
）
の
よ
う
で
あ
る
。
服
部
氏
の
麻
績
城
主
と
し
て
定
着
し
た
の
は
戦
国
時
代

で
古
屋
敷

に
館
を
構
え
た
。
天
文
三
二
年

（
一
五
五
三
）
四
月
武
田
晴
信
が
筑
北

地
方
に
侵
入
し
て
青
柳
氏
等
を
従
え
た
の
で
、
か
ね
て
よ
り
村
上
氏
に
従

っ
て
い

た
服
部
氏
は
上
杉
方
に
去

っ
た
。
か
く
て
青
柳
氏
は
服
部
氏
に
代

っ
て
麻
績
、
大

岡
地
方
を
兼
有
し
青
柳
城
よ
り
麻
績
城
に
移

っ
た
。
そ
の
後
天

正

七

・
八
年

の

頃
、
上
杉
氏
は
服
部
氏
を
麻
績
城
に
復
帰
さ
せ
た
ら
し
い
。
天
正

一
〇
年

（
一
五

八
二
）
六
月
織
田
氏
亡
び
、
上
杉
勢
の
筑
摩
郡
侵
入
と
な
り
、　
一
時
麻
績

。
青
柳

氏
共
に
こ
れ
を
迎
え
て
、
こ
の
地
方
は
上
杉
氏
の
支
配
と
な

っ
た
。
同
年
七
月
、

小
笠
原
貞
慶
が
筑
北
に
兵
を
進
め
、
青
柳
氏
は
こ
れ
に
従

っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
地

は
上
杉

・
小
笠
原
の
争
奪
戦
場
と
化
し
、
天
正

一
一
年
四
月
に
は
、
景
勝
み
ず
か

ら
麻
績
城
に
出
馬
し
、
青
柳
城
に
春
日
氏
、
麻
績
城
に
下
枝
氏
を
お
い
た
。
そ
の

後
貞
慶
は
両
城
を
奪

っ
た
が
、
ま
た
上
杉
勢
に
奪
回
さ
れ
た
。
景
勝
は

一
た
び
麻

績
城
に
兵
を
進
め
た
が
、
急

に
引
き
あ
げ
た
の
で
、
貞
慶
は
ま
た
麻
績
城
を
と
り

返
し
青
柳
氏
を
お
い
た
。
こ
の
よ
う
に
本
城
は
青
柳
城
と
共
に
南
北
信
の
境
目
に

あ
る
こ
の
地
方
の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
た
め
、
上
杉

・
武
田

・
小
笠
原
三
氏
の
争

奪
の
地
と
な

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
城
跡
は
官
道
の
宿
駅
で
交
通
上
の
要
地
で
あ
り
、
か
つ

麻
績
御
厨
の
中
心
に
存
在
し
、
服
部
氏
の
居
館
の
後
、
青
柳
氏
も
館
し
た
処
で
あ

る
。
時
代
は
鎌
倉
か
ら
室
町
戦
国
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。





長

野

県

名

勝





田

ユエ

の

こ
こ
は
、
日
立
駅
か
ら
大
野
部
落
を
径
て
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
七
月

中
頃
か
ら
八
月
末
ま
で
、
同
駅
か
ら
滝
下
ま
で
バ
ス
の
便
が
あ
る
。

日
立
天
然
公
園

（
標
高

一
、
五
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
湿
原
地
か
ら

流

れ

る
水

は
、
主
瀑
天
河
滝
を
は
じ
め
、
う
る
う
滝

。
霧
ガ
滝

・
ら
せ
ん
滝

・
洗
心
滝

・
不

動
滝

・
鶴
翼
滝

。
そ
う
め
ん
滝

・
竜
が
瀬
な
ど
大
小
十
余
の
淋
布
を

つ
く

っ
て
い

本
曽
郡
南
木
曽
町
田
立
字
大
野
入

中
央
線
田
立
駅

る
。
滝
の
幅
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
、
落
ド
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
か
ら

八
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
淋
布
の
し
ぶ
き
の
美
し
さ
は
実
に
す
ば
ら
し
く
、
日
本
百

景
の

一
つ

（
昭
和
四
年
大
阪
日
々
新
聞
に
よ
る
）
に
数
え
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
周
辺
に
は
、
本
曽
の
五
木

（
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
ネ
ズ

コ
、
ア
ス
ナ
ロ
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
）
を
は
じ
め
、
ベ
ニ
マ
ン
サ
ク
、
ミ
ヤ
マ
ト
サ
ミ
ズ
キ
、
ミ
ヤ
マ
モ

所
在
地

交
　
通

田 立 の 滝



ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、　
ハ
ス
ノ
ハ
イ
チ
ゴ
、
カ
ナ
久
ギ
ノ
キ
、・
ハ
イ
カ
ツ
ツ
ジ
な
ど
珍
し

い
植
物
が
生
い
茂

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〓　
　
　
　
　
　
ヽ

木
曽
川
流
域
に
は
広
く
花
間
岩
類
が
発
達
し
、
三
畳
紀
と
白
亜
紀
の
も
の
に
わ

け
ら
れ
る
。
田
立
の
滝
付
近
に
は
、
柴
田
秀
賢
氏
に
よ
っ
て
苗
木
型
と
呼
ば
れ
る

自
亜
紀
花
間
岩
が
分
布
す
る
。
岐
阜
県
苗
木
、
中
津
川
か
ら
南
木
曽
岳

に
分
布

し
、
細
粒
、
暗
灰
色
の
黒
雲
母
花
間
で
放
射
能
鉱
物
を
産
す
る
。
節
理
が
よ
く
発

達
し
、
田
立
の
滝
は
こ
の
節
理
に
よ
っ
て
出
来
て
い
る
。



長

野

県

天

然

記

念

物





笠
取
峠
の
マ
ツ
並
木

町
の
中
心
地
芦
田
部
落
を
西
方
に
通
り
ぬ
け
て
長
門
町
新
町
に
至
る
国
道

一
四

二
号
線

（
旧
中
山
道
）
と
同
町
古
町
に
通
ず
る
分
岐
点
か
ら
松
並
木
は
は
じ
ま
っ

て
い
る
。

笠
取
峠
に
至
る
約

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
に
沿

っ
て

一
二
七
本
が
並
列
し
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
街
道
沿
い
の
並
木
は
県
内
に
は
ほ
か
に
見
当
ら
な
い
。
そ

の
う
え
本
が
大
き
く
、
年
輪
実
測
に
よ
る
と
二
〇
〇
年
前
後
を
経
た
も
の
で
、
旧

中
山
道
の
昔
日
の
お
も
か
げ
を
残
し
て
い
る
。

大
正

一
三
年
の
調
査
で
は
、
三
二
九
本
あ

っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
後
大
雨
、
大

雪
等
に
よ
り
根
が
洗
わ
れ
て
倒
れ
、
そ
の
数
も
減
少
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

所
在
地

交
　
通

北
佐
久
郡
立
科
町
声
田
旧
中
山
道
道
路
敷

信
越
本
線
小
諸
駅

。
大
屋
駅

笠取峠のマツ並木



戸
隠
西
原
の
シ
ナ
ノ
キ

戸
隠
神
社
奥
社
、
随
神
門
か
ら
南
西
の
方
向

へ
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に

あ
る
。

目
通
り
七

。
九
メ
ー
ト
ル
。
幹
は
、
地
上
三
―
四
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
か
ら

一

三
本
に
わ
か
れ
て
い
る
。
枝
は
四
方

へ
一
七
―
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
張

っ
て
い
る
。

一
――――
さ
は
約
二
二
メ
ー
ト
ル
で
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
地
に
四
方
を
牌
呪
す
る
か
の
よ

う
に
そ
び
え
て
い
る
姿
は
実
に
立
派
な
も
の
で
樹
勢
も
極
め
て
よ
い
。

シ
ナ
ノ
キ
は
、
山
地
に
は
え
る
落
葉
喬
木
で
若
本
に
は
毛
が
な
い
。
葉
は
互
生

で
長
さ
ニ
ー
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
葉
柄
が
あ
る
。
形
は
広
い
卵
円
形
で
長
さ
も

巾
も
四
―
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
葉
の
も
と
が
浅

い
心
臓
形
に
な
る
が
左
右
が
著

し
く
不
同
で
あ
る
。
先
は
光
り
、
縁
に
鋭
い
鋸
歯
が
あ
る
。
要
面
の
脈
の
つ
け
根

に
毛
が
あ
る
。
葉
の
つ
け
根
か
ら
長
い
柄
の
あ
る
集
散
花
序
を
出
し
、　
一
枚
の
大

き
な

へ
ら
形
の
社
が

つ
く
。
開
花
期
は
六
―
七
月
、
花
は
淡
黄
色
、
直
径

一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
五
弁
花
を
多
数

つ
け
る
。
花
に
は
芳
香
が
あ
る
。
果
実
は
暗
褐
色

球
形
で
、
直
径
五
―
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
短
毛
が
密
生
す
る
。
熟
果

期

は

一
〇

月
。
冬
芽
は
球
形
で
大
き
い
。

こ
の
戸
隠
西
原

シ
ナ
ノ
キ
は
県
下
最
大
の
巨
樹
で
あ
ろ
う
。

所
在
地

交
　
通

上
水
内
郡
戸
隠
村
大
字
戸
隠
字
西
原
二
〇
三
九
の
乙

信
越
本
線
長
野
駅

戸隠西原のシナノキ



小
泉

・
下
塩
尻
及
び
南
条
の
岩
鼻

坂
城
町
鼠
宿
岩
鼻
約
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
岩
場
に
は
、
モ
イ
ワ
ナ
ズ
ナ

が
点
々
と
生
え
、
上
田
市
半
過
岩
鼻
約
六
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
は
断
崖
絶
壁
で

そ
の
岩
間
に
多
く
の
モ
イ
ワ
ナ
ズ
ナ
が
生
育
し
、
両
岩
鼻
に
シ
ン
パ
ク
、
シ
モ
フ

リ
ナ
デ
シ
ヨ
が
自
生
し
て
い
る
。
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
数
羽
が
両
岩
鼻
を
中
心
と
し

て
こ
の
附
近
に
棲
息
し
て
こ
の
断
崖
絶
壁
の
穴
に
営
巣
産
卵
を
し
て
い
る
。

モ
イ
ワ
ナ
ズ
ナ

（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）
は
直
径

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
白
い

四
弁
花
が
総
状
花
房
に
集

っ
て
五
、
六
月
の
候
に
咲
く
多
年
草
で
岩

場

に
生

え

る
。
花
弁
は
く
さ
び
状
、
さ
か
さ
卵
形
で
長
さ
七
―
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
先
端
が

少
し
凹
み
、
ガ
ク
片
は
舟
形
で
長
さ
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
内
外
、
背
面
に
長
い
毛
が

発
生
し
、
柄
の
長
さ
五
―

一
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
果
実
は
線
状
長
だ
円
形
ま
た
は

ひ
針
形
で
長
さ

一
―
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
星
毛
が
あ
り
、
頂
に
長
さ

一
―
ニ
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
花
柱
が
残
る
。
根
生
葉
は
さ
か
さ
ひ
針
形
で
は
と
ん
ど
き
よ
歯
な

く
星
形
の
毛
が
密
生
し
た
灰
緑
色
を
お
び
る
。
花
茎
Ω
尚
さ

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ば
か
り
、
茎
が
枝
わ
か
れ
し
て
、
そ
う
生
し
て
い
る
。

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

（
ハ
ヤ
ブ
サ
科
）
は
、　
ハ
ト
よ
り
少
し
大
き
く

て
尾

が
長

い
。
日
本
産
の

ハ
ヤ
ブ
サ
科
の
中
で
、
も
っ
と
も
普
通
の
鳥
で
あ
る
。
夏
季
は
お

も
に
山
地
に
す
ん
で
お
り
、
標
高
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
山
帯
に
飛
ん
で
い
る

こ
と
も
あ
る
が
、
冬
は
平
地
に
漂
高
し
、
海
岸
や
広
い
畑
地
に
住
み
つ
き
、
小
形

の
ネ
ズ
ミ
類

。
小
鳥

・
昆
虫
な
ど
を
捕

っ
て
食
べ
る
。
飛
び
方
は
直

線

的

で
早

所
在
地

交
　
通

上
田
市
大
字
小
泉

・
下
塩
尻
　
埴
科
郡
坂
城
町
大
字
南
条

信
越
本
線
西
上
田
駅

・
坂
城
駅

モイワナズナ



４８
　
く
、
ま
た
上
空
で
羽
ば
た
き
し
な
が
ら

一
か
所
に
停
止
し
、
獲
物
を
め
が
け
て
急

降
下
し
て
捕
え
る
こ
と
が
あ
る
。
タ
カ
や
カ
ラ
ス
の
古
巣
を
利
用
し
て
巣
を
か
け

小
菅
神
社
の
ス
ギ
並
木

こ
の
杉
並
木
は
か
つ
て
は
修
験
の
霊
場
で
あ

っ
た
、
小
菅
神
社
の
奥
社

へ
登
る

参
道
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
林
立
し
て
い
る
。
奥
社
に
む
か
っ
て
道
の

左
側
に

一
一
一
本
、
右
側
に

一
一
〇
本
あ
る
。
そ
の
う
ち
五
四
本
は
細
い
が
太
い

も
の
は
目
通
り
五

・
五
五
メ
ー
ト
ル
、
一
‐‥ゴー
さ
四
五
メ
ー
ト
ル
余
を
数
え
る
も
の
が

あ
る
。

ス
ギ

（０
『
く

，
ｏ
日
の
『
ご

Ｆ
Ｏ
ｏ
‐
ュ
ｏ
”

∪
し
０
じ

は
、
北
海
道
か
ら
四

国
、
九
州
に
分
布
す
る
日
本
固
有

の
植
物
で
あ
る
。

こ
の
杉
並
木
は
、
木
が
立
ち
並
ん
で
い
る
た
め
、
枝
張
り
は
比
較
的
よ
く
な
い

が
樹
勢
は
よ
い
。
こ
の
地
の
地
下
水
が
高
い
こ
と
が
生
育
に
適
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
の
杉
並
木
は
、
本
数
が
多
く
、
樹
齢
も
約
二
〇
〇
年

の
古
木
も
あ

る
の
で
貴
重
で
あ
る
。

所
在
地

交
　
通 る

こ
と
も
あ
る
が
、
絶
壁
の
奥
に
産
卵
す
る
。

飯
山
市
大
字
瑞
穂
字
内
山

飯
山
線
信
濃
平
駅

小菅神社のスギ並木



小

泉

の

シ

ナ

ノ
イ

ル
カ

こ
の
化
石
は
上
田
市
小
泉
字
日
向
小
泉
の
蛇
川
原
沢

（海
抜
五

一
〇
メ
ー
ト
ル

付
近
）
で
昭
和
九
年
五
月
十
六
日‐
県
営
荒
廃
林
地
復
旧
工
事
中
に
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
付
近
の
地
質
は
新
第
二
系
中
新
世
中
期
の
別
所
層
か
ら
な
る
。
岩
相
は
お
も

に
黒
色
頁
岩
か
ら
な
り
、
岩
石
は
小
角
片
に
砕
け
易
い
。
こ
の
化
石
は
直
径
約
二

メ
ー
ト
ル
の
や
ゝ
扁
平
な
岩
塊
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
岩
塊
は
崖
錐

層
よ
り
掘
り
出
さ
れ
た
た
め
、
化
石
産
出
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
別
所
層
か
ら

は
硬
骨
魚
類
、
軟
体
動
物
、
小
型
有
孔
虫
類
、
海
綿
魚
鱗
等
の
化
石
が
各
所
か
ら

産
出
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
京
都
大
学
教
授
根
山
次
郎
博
士
に
よ
り
研
究
さ
れ
、
シ
ナ
ノ
イ
ル
カ

（∽
Ｆ
”
●
ｏ
Ｏ
①
ぼ
〓
り

ヾ
口
日
巳
”
①
●
ｏ
お

一〓
＞
【
ＨК
＞
〓
＞
）
と
命
名
さ
れ
た
。

お
も
な
特
徴
は
根
山
教
授
に
よ
れ
ば

「頭
蓋
は
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
産
の
∪
Φ
ぼ
〓
‐

●
”
く
口
り
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
。
歯
は
極
め
て
小
形
、
簡
単
、
同
形

で
あ
っ

て
、　
一
列
四
〇
以
上
あ
る
。
吻
状
突
起
は
イ
ル
カ
属
と
同
様
に
長
い
。
胸
椎
の
神

経
棘
状
突
起
は

∪
ｏ
ぼ
〓
口
”
く
口
り

の
そ
れ
に
似
ず
極
め
て
高
い
。
少
数
の
化
骨

し
た
胸
肋
骨
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
手
は
極
め
て
長
く
、
体
に
比
例
す
る
と
イ
ル

カ
科
で
最
長
で
あ
る
。

現
在
の
イ
ル
カ

∪
Φ
ぼ
〓
●
●
ｏ

と
密
な
関
係
に
あ
る
新

種
類
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
化
石
で
観
察
さ
れ
る
主
な
部
分
は
、
頭
蓋

（最
長

一
七

・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
最
大
幅
二
二

。
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
下
顎
骨

・
歯
（
四
五
断
面
）
。
舌
骨

・
頸
椎

（
頸
椎
―
第
七
頸
椎
Ｙ

胸
椎

（
一
一
ケ
）
肋
骨

（
第

一
肋
骨
―
第
七
肋

骨
）
、
一月
岬
骨
、
上
膊
骨
、
桃
骨
、
尺
骨
、
掌

（
手
）
等
で
あ
る
。
化
石
の
全

長

は
約

一
。
ニ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

新
生
代
新
第
三
系
中
新
世
中
期
頃

（約
二
、
○
○
○
万
年
前
）
わ
が
国
中
部
地

方
は
フ
ォ
ツ
サ
マ
グ
ナ
帯
と
称
せ
ら
れ
る
海
底
下
に
あ

っ
た
。
こ
の
頃
、
シ
ナ
ノ

イ
ル
カ
を
は
じ
め
、
ク
ジ
ラ
、
魚
類
、
軟
体
動
物
、
小
型
有
孔
虫
類
等
の
多
く
の

生
物
が
海
中
に
棲
息
し
て
い
た
。

ま
た
当
時
、
泥
質
物
の
堆
積
作
用
が
盛
ん
に
海
底
で
行
わ
れ
る
環

境

で

あ

っ

て
、
当
時
の
生
物
は
そ
れ
ら
地
層
中
に
埋
没
さ
れ
化
石
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
地

殻
変
動
等
に
よ
っ
て
陸
化
し
、
侵
蝕
作
用
を
う
け
て
現
在
み
ら
れ
る
状
態
に
な

っ

た
も
の
で
、
当
時
の
環
境

。
時
代
等
を
指
示
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

現
在
は
泉
田
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

所
在
地
　
　
上
田
市
小
泉

一父
　
通
　
　
信
越
本
線
上
田
駅
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一局
　
山
　
蝶

ミ
ヤ
マ
モ
ン
キ
チ

ョ
ウ

学
名
は

０
２
【”
り
Ｏ
Ｌ
ｏ
Φ
●
ｏ
出
”
り
”
”
Ｃ
∽
目
↓
〇
”
『
∪
”

で
、
本
州
中
部
、

日
本
ア
ル
プ

ス
地
方
の

一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
域
に
分
布
す
る
。
国
外

で
は
北
極
を
と
り
か
こ
む
寒
冷
な
地
方
に
分
布
す
る
。
地
の
色
は
雄

の
場

合

草

色
、
雌
は
自
色
で
あ
る
。
年

一
回
発
生
し
、
七
月
―
八
月
に
あ
ら
わ
れ
る
。

ミ
ヤ

マ
シ
ロ
チ

ョ
ウ

学
名
は

＞
り
ｏ
〓
”
Ｆ
ぼ
宮
”
Ｆ
ｕ
ｏ
●
お
”

〓
一＞
↓
の
Ｃ
〓
Ｃ
”
＞

で
、
日
本
で

は
本
州
の
み

一
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
地
帯
に
分
布
す
る
。
国
外
で
は
朝

鮮
、
中
国
等
に
分
布
す
る
。
雌
は
雄
に
比
較
し
て
り
ん
粉
の
つ
き
方
が
ま
ば
ら
で

あ
る
。
年

一
回
発
生
し
、
七
月
上

。
中
旬
―
八
月
に
か
け
て
あ
ら
わ
れ
る
。

ク
モ
マ
ツ
マ
キ
チ

ョ
ウ

学
名
は

＞
●
一ｒ
ｏ
ｏ
”
Ｌ
ｏ
ｏ
”
喘
０
”
日
【●
ｏ
ｏ
　
ぉ
り　

，
いＦ
〓
　
く
一＞
↓
∽
Ｃ
〓
Ｃ
”
＞

で
、
日
本
で
は
本
州
中
部
地
方
の
特
産
種
で
あ
る
。
国
外
で
は
ョ
ー
ロ
ッ
パ
、
東

ア
ジ
ア
の
北
部
に
分
布
す
る
。

雄
の
前
翅
に
橙
赤
色
を
呈
し
た
部
分
が
あ
り
、
雌
雄
の
区
別
は
明
瞭
で
あ
る
。

年

一
回
発
生
し
、
二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
メ
ー
ト
ル
を
こ
す
高
山
地
帯
で
は
七
月
中
旬
―
八

月
上
旬
に
あ
ら
わ
れ
る
。

タ
カ
ネ

ヒ
カ
ゲ

学
名
は

Ｏ
Φ
●
ｏ
お

”
り

，
日
”
口
”

〓
＞
↓
∽
Ｃ
〓
Ｃ
”
＞

で
、
本
州
中
部
地
方
の

特
産
種
で
あ
る
。
国
外
で
は
北
極
圏
に
分
布
す
る
。
雄
の
前
翅
に
は
発
香
鱗
条
を

そ
な
え
て
い
る
。

一
年
目
は
三
令

。
二
年
目
は
五
令
の
幼
虫
で
越
冬
す
る
と
い
う
生
態
上
の
特
徴

が
あ
る
。ベ

ニ
ヒ
カ
ゲ

学
名
は

Ｕ
ヽ
Φ
匡
”
Ｌ
ｕ
ｒ
ｏ
ユ
ｏ
”
『
＞
Ｚ
∽
Ｏ
Ｚ

で
、
日
本
で
は
北
海
道
、
本
州

に
産
し
、　
一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
山
帯
に
出
現
す
る
。
国

外

で

は

千

島
、
樺
太
、
朝
鮮
に
分
布
す
る
。
雌
は
橙
色
帯
が
淡
色
で
幅
広
く
、
そ
の
中
の
黒

色
の
限
状
紋
の
中
心
に
小
さ
な
白
点
が
あ
る
。
年

一
回
発
生
す
る
、
七
月
下
旬
―

九
月
に
出
現
す
る
。
三
令
幼
虫
で
越
冬
す
る
。

ク
モ
マ
ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ

学
名
は

∪
『
ｏ
日
”
一い”
①
”
ご
Ｆ
”
目
ｏ
〓
ｏ
〓
＞
↓
∽
Ｃ
〓
Ｃ
”
＞

で
、
日
本
で
は

北
海
道

（利
尻
島
を
含
む
）
、
本
州

の
中
部
山
岳
地
帯
に
産
す
る
。
国
外
で

は
樺

太
、
朝
鮮

（
北
部
）

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部

に
分
布
す
る
。

雌
は
橙
色
帯
が
淡
色
で
幅
広
く
、
そ
の
中
の
黒
色
の
限
状
紋
の
中
心
に
小
さ
な

白
点
が
あ
る
。　
一
年
目
の
冬
は
卵
で
、
二
年
目
は
四
令
幼
虫
で
過
ご
す
と
い
う
生

態
上
の
特
徴
が
あ
る
。

オ
オ
イ
チ
モ
ン
ジ

学

名

は

Ｆ

Φ
日

①
口
ぃ
け
ぉ

り
ｏ
Ｏ
」
〓

ぢ

Ｎ
Ｏ
ｏ
●
２

ｏ

〓

一＞

↓

∽
Ｃ

〓

Ｃ

”

＞

で

、

日

本



で
は
北
海
道
と
本
州
に
産
す
る
。
国
外
で
は
朝
鮮
、
満
州
、

中
国

（
北
部
）
、　
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
分
布
す
る
。
雌
の
後
翅
の
自
帯
は
雄
に
比
較
し
て
幅
広
く
、
前
翅
の

白

い
斑
紋
も
大
き
い
。
年

一
回
、
六
月
下
旬
―
八
月
中
旬
に
発
生
す
る
。

コ
ヒ
オ
ド
シ

学
名
は

＞
Ｌ
と
の
“
諄
”ｏ
≧

８
●
●
ｏ
ｘ
”
”
Ｃ
↓
い
∪
河

で
、
日
本
で
は
北
海
道

と
本
州
に
産
す
る
。
国
外
で
は
樺
太
、
朝
鮮

（
北
部
）
、
満
州
、
中

国

（
北

部
、

西
部
）
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
寒
冷
地
に
分
布
す
る
。

雌
の
翅
の
方
が
丸
み
を
も

っ
て
い
る
が
、
外
観
か
ら
は
区
別
は
む
ず
か
し
い
。

年

一
回
、
七
月
下
旬
頃
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
。

タ
カ
ネ
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

学
″箱
は
　
０
”
『
けｏ
『
ｏ
Ｏ
り
ｒ
”
【ｒ
∽
υ
”
い０
０
日
ｏ
●
　
ｏ
”
一”
″
２
　
〓
一＞
↓
∽
Ｃ
〓
Ｃ
”
＞

で
日
本
で
は
、
本
州
中
部
の
日
本
ア
ル
プ

ス
に
生
息
す
る
。
国
外
で
は
、
樺
太
、

朝
鮮
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
、
北
米
に
分
布
す
る
。

雌
雄
の
斑
紋
は
大
差
な
い
が
雌
が
や
や
大
き
い
。

こ
の
種
は
第

一
年
目
の
冬
は
三
令
幼
虫
、
第
二
年
目
の
冬
は
五
令
幼
虫
で
越
年

す
る
特
徴
が
あ
る
。

ヤ
リ
ガ
タ
ケ
シ
ジ
ミ

学
名
は
　
い
く
ｏ

，
９
２
ｏ
の

く
”
「
ぼ
”
ｎ
”
Ｆ
ｏ
ｐ
●
”

〓
＞
↓
∽
Ｃ
〓
Ｃ
Ｐ
Ｐ

で
、
本
州

特
産
種
で
長
野
県
下
の
高
地
帯
に
局
部
的
に
生
息
す
る
。
国
外
に
は
産
し
な
い
。

雄
の
翅
の
表
面
は
暗
紫
色
で
あ
る
が
、
雌
は
暗
褐
色
で
あ
る
。
年

一
回
、
七
月

中
旬
―
八
月
に
か
け
て
発
生
す
る
。



本

原

の

ア

キ

レ

こ
の
ア
キ

ニ
ン
は
大
さ
日
通
り
四

。
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
二
メ
ー
ト
ル
、
枝

張
り
束
方

へ
三

・
五
メ
ー
ト
ル
、
西
方

へ
三

・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
方

へ
一
一
メ
ー

ト
ル
、
北
方

へ
三

・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
地
上
四

・
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で

所
在
地

交
　
通

小
県
郡
真
田
町
大
字
本
原

信
越
本
線
上
田
駅

三
本
の
幹
に
わ
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の

一
枝

は
枯
損
し
、
現
在
は
二
本
の
幹
で
あ
る
。

こ
の
本
は
山
の
神
の
神
木
と
し
て
大
切
に
保
護
さ

れ
て
来
た
。
　
ニ
レ
科
ア
キ

ニ
レ

（Ｃ
】８
●
ｏ

り
”
『
ニ

♂
】ご

『
＞
ｏ
Ｄ
）
は
本
州

（東
海
道
、
近
畿
、
中
国

四
国
、
九
州
、
台
湾
、
朝
鮮
、
中
国

（中
部
、
南
）

部
）
に
分
布
し
て
お
り
、
本
県
で
は
本
曽
南
部
、
ド

伊
郡

（清
内
路
）
な
ど
に
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
の

本
が
隔
離
し
て
束
信
の
こ
の
地
に
生
育
し
て
い
る
こ

と
は
分
布
上
の
北
限
で
あ
り
―ｌｒｉ
物
地
理
上
貴
重
で
あ

′υ
。

本原のアキニレ



長野県指定文化財   長野県教育委員会告示
○長野県教育委員会告示第 2号

文化財保護条例 (昭和35年長lllJ・ 県条例第43号)第 2条の規定により, 次に掲げる文化財を長野県宝又

は長野県天然記念物に指定する。

昭和50年 2月 24日

長 野 県 教 育 委 員 会

所 在 の 場 所 1 所有者住所氏名称名

諏訪大社上社本宮拝幣殿

(拝殿)木造平屋建,鋼板葺,向大唐破風造,梁

行2.88メ ートル,桁行2.88メ ートル

(片拝殿)木造平屋建,銅板葺,切 妻 造,梁 行

3.60メ ートル,桁行5.39メ ートル,左右に同形

式で2棟ある。

(幣殿)木造の間口柱間 1間の特殊な門形式,銅
板葺,切妻造,桁行3.45メ ートル,梁行 0メ ー

lbl

トル,脇障子の彫亥1に 七十六翁立川富種の銘が

ある。

諏訪大社下社秋宮拝幣殿

棟札に安永 9庚子年 6月 21日 の日付がある。

(拝殿)木造三階建,鋼板葺,切妻造,正面に軒

唐破風を付す。梁行4.30メ ー トル,桁行3.28メ

ー トル

(幣殿)木造平屋造,鋼板葺,切妻造,梁行3.62

メー トル,桁行10。 61メ ー トル,左右に同 形 式

で 2棟ある。

(袖塀)木造平屋建,鋼板葺,両流造,桁行3.28

メー トル,梁行 0メ ー トル

諏訪大社下社秋官神楽殿

木造平屋建,鋼板葺,切妻造,左右側面に切妻

破風を付す。梁行 (間 日)8.40メ ートル,桁行

(奥行)12.75メ ートル,寄付木札に天保 6乙

未年 6月 21日 の日付がある。

ミヤマモンキチヨウ

ミヤマシロチヨウ

クモマツマキチヨウ

タカネヒカゲ

ベニヒカゲ

クモマベニヒカゲ

オオイチモンジ

ヨヒオ ドシ

諏訪市大字中洲字官

山 1番地

諏訪郡下諏訪町字訓i

訪下社3,580番地

諏訪市大字中洲字官

山 1番地

諏 訪 大 社

1 長野県宝に指定するもの

2 長野県天然記念物に指定するもの

指 定 地 域 又 は 所 在 地

長野県下全域

-1-



タカネキマグラセセ リ

ヤ リガタケシジミ

本原のアキニレ 小県郡真田町大字本原字北赤井

3,912番地

北 赤 井 神 社

文  化  課

C長野県教育委員会告示第 7号

文化財保護条例 (昭和35年長野県条例第43号)第 2条の規定により,次に掲げる支化財を長野県宝又

は長野県天然記念物に指定する。

昭和49年 11月 14日

長 野 県 教 育 委 員 会

1 長野県宝に指定するもの

員数 所 在 の 場 所

上田市大字舞田 舞 田 自 治 会

称

石造五輪塔

水輸四方に梵字で金剛界

大日如来の種子の陰刻が

ある。

紙本墨書著色正保の信濃国

絵図

末尾に正保四
要

年三月

十一 日と記 してある。

細 形 銅 剣

鋼 製 鰐 口

夕ヽ区に康暦二年
季
十一月

十一日の亥J銘がある。

上田市大字舞田字金

王1,007番地

上田市二の丸6,263

番のイ

上田市大手 1丁 目11

番16号

上田市教育委員会

1基

1日 埴科郡戸倉町大字若

官字村東 2番の 5

松本市1義 ケ崎 1,283

番地

松本市蟻ケ山奇 1,283

番地

1,匠

小県郡真田町大字本原字大久

保4,524番 の44

3 長野県天然記念物に指定するもの

名 称
所 在 地 所 有 者

需町村名 1大字 1 字 1地 番 地 目 地 積 住  所 氏名又は名称

小菅神社のス

ギ並木
れlⅢ I畷

境内地 66501.94
飯山市大字瑞穂

6041番地
小 菅 神 社

文 化 課

氏名又は名称

埴科郡戸倉町大字若

官字村東 1番地

佐良志奈神社

月ヽ県郡青木村大字当 1月 県ヽ郡青木村大字当 1大  法  寺

郷字東日向 2,052番 1郷字東日向 2,052番

木造十一面観音立像



2 長野県天然記念物に指定するもの

,J'f*o>ut / 4 tv)t 上田市大字小泉字朝日山

2,075番地

上田市大字小泉字朝日

山 2,075番地

氏名又は名称

高 イ山 寺

名   称   1  所   在   地

課

○長野県教育委員会告示第 2号

文化財保護条例 (昭和35年長野県条例第43号)第 2条の規定により,

は長野県天然記念物に指定する。

昭和50年 2月 24日

1 長野県宝に指定するもの

次に掲げる支化財を長野県宝又

長 野 県 教 育 委 員 会

称名 員数 所在 の場 所 所有者住所氏名

諏訪大社上社本官拝幣殿

(拝殿)木造平屋建,鋼板葺,向大唐破風造,梁

行2.88メ ートル, 桁行2.88メ ートル

(片拝殿)木造平屋建, 鋼板葺, 切妻造, 梁行

3.60メ ートル,桁行5.39メ ートル,左右に同形

式で2棟ある。

(幣殿)木造の間口柱問 1間の特殊な門形式,銅

板葺,切妻造,桁行3.45メ ートル,梁行 0メ ー

0
トル,脇障子の彫刻に七十六翁立川富種の銘が

ある。

4棟 諏訪市大字中洲字官

山 1番地

諏訪市大字中洲字官

山 1番地

諏  言方 大  社

諏訪大社下社秋官拝幣殿

棟札に安永 9庚子年 6月 21日 の日付がある。

(拝殿)木造三階建,鋼板葺,切妻造,正面に軒

唐破風を付す。梁行4.30メ ートル,桁行3.28メ

ートル

(幣殿)木造平屋造,鋼板葺,切妻造,梁行3.62

メートル, 桁行10.61メ ートル, 左右に同形式

で 2棟ある。

(袖塀)木造平屋建,鋼板葺,両流造,桁行3.28

メートル,梁行 0メ ートル

5棟 諏訪郡下諏訪町字諏

訪下社3,580番地
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○長野県教育委員会告示第 3号

文化財保護条例 (昭和35年長野県条例第43号)第 2条の規定により, 次に掲げる支化財を長野県宝 ,

長野県史跡又は長野県天然記念物に指定する。

昭和49年 3月 22日

長 野 県 教 育 委 員 会

名 称

市町村名
1大

青柳氏城

館 跡 2725番の 1

27257貯
`D2

2729番 のイ1墓

筑摩郡坂北村2730番

3722雇貯

3686軍際

2177濯靡

長  寺

青木 惣治

沢 盛

水 上 孝 行

清  長

水 上 孝 行

倉下 弥 志

水 上 孝

宮 淵 和 夫

滝沢 甲子 重

り甦  Jし

6647

492

148

33

9.9

568

1同

寺ノ
Jヽ路

2729番のロ

2729番のハ

2780甲貯

27307酢

2736瑠辟

2771マ辟

27727ト

27737靡

2774詔酢

2775番

2776番

2777番のイ

2196.

56

469

439

320

241

178

396

304

793

132

93471

23794

番

番

番

番

番

29087靡
`D

2908稲靡θD54

2908涸酢
`D

1 長野県宝に指定するもの

税ヽ名 員数 所 在 の 場 所
者有所

所  在  地 氏名又は名称

津金寺宝塔

石造宝塔

第 1塔,第 2塔の塔身に承

久二年卯月八日の亥J銘,第
3塔の塔身に嘉禄三年十月

十四日の刻銘がある。
・

3基 北佐久郡立科町大字山

部字寺地 268番地

Jし佐久郡立科町大字山

部字寺地 268番地

津 金 寺

IT大
字殿下

1套

豆酎套雰T大
字殿下

1 

池 口 寺

JL村字中村

1罵

麓馨TT北
村字中村

1 

積 泉 寺

2 長野県史跡に指定するもの

名又は名

2908番



字 1地 番

北〃〃』雌帖噸』崎

山

熊

城

座

2908濯貯
`D

2908濯酔ιD

2908番のロ

2916番

2917番のイ

2917番のロ

2917番 のハ

2918番 のイ

2918番 のロ

8009認酢

55493

20465

2975

5454

1818

1818

1818

2727

2727

135

59

548

449

600.

413

204

11536

13457

3795

4476

5090

1461

106320

21645

155

28257

150079

東筑摩郡坂北村2177番地

3692電酢引也

3688番地

3686番地

3688認貯ltL

3692番地

2617番地

勘

愛

勘

政

　

勘

清

　

祐

清

　

儀

土

愛

井

井

井

林

〃
井

沢

〃
尾

沢

〃

沢

下

井

畑

一

　

〃

〃

〃

　

畑

〃

　

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ
階

―
―
―
―
‐‐‥四

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

１
　
　
　
１
　
・２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口万
　
　
　
　
口万

・

空

家

荒

中

虚

関籍馨記
麻績村大字麻

〃   8227番

8227ネ貯

8013番

8227甲貯

8223番地のロ

3696認辟

8223番地のロ

8235瑠酢

8223番地の 1

8228マ勝

舟窪林右衛門

績  村

の

　

の

の

　

　

　

　

　

　

　

１

　

　

イ

の

臨
ｏ・・番
幡
畷
ｏ・３番
ｏ・８番
０４７番
畷
・２３番
・２６番
・２７番
・２８番
脚
嘲
畷
脚
麟



○長野県教育委員会告示第 4号

文化財保護条例 (昭和35年長野県条例第43号)第 2条の規定により,

び長野県史跡に指定する。

昭和45年 4月 13日

2 長野県史跡に指定するもの

所  在  地
4a 17J\ iFrrrftff 7t+
rmHrrlMf rEii T-ltilt

// // //

// // //

// // //

// // //

//'rr//
//lrr//
// // //

// // //

// // //

// // //

// // //

// // //

// // //

.//////
'//////

字

上町

地 目 地 積  住  所

山林 31.7m2上田市大字前山570

原野   19  〃 大字中野20

山林 21,006  〃大字前山570

〃   5,190    〃   〃

〃   1,282    〃   〃  383

〃   2,009    〃    〃  498

〃   2,009    〃   〃  393

〃   2,009    〃   〃 617

〃   2,568    〃   〃  609

〃   2,568    〃   〃 356
〃   3,319    〃   〃 570

〃   2,343    〃   〃 455

〃   3,147    〃   〃 372

〃   3,566    〃    〃  498

〃   6,297    〃   〃  277

〃   4,198    〃   〃  560

〃     829    〃   〃  392

〃     46    〃   〃 494

火田    257    〃   〃 514

〃     750    〃    〃  567

〃     469    〃   〃  513

〃   1,170    〃   〃  527

〃     195    〃   〃  296

〃    485    〃   〃 482
〃     228    〃    〃  560

//      287     //    //  527

〃     208    〃    〃  567

〃     161    〃   〃 482

〃     310    〃   〃  570

〃     909    〃    〃  538

〃     360    〃   〃 278

宅

`ナ

也 44,958    ″   〃  310

■11木    274    〃   〃 570

火[1     49    〃   〃 296

襲:ナ也   211    〃   〃 517

世J木   1,685    〃   〃 494
〃     690    〃   〃  538

火田    595    〃   〃 561

次に掲げる文化財を長野県宝及

長 野 県 教 育 委 員 会

氏

小 松

上  田  市

小松浩ほか 3名

滝 沢 寅次郎

黒 坂 英 樹

竹 内

大 庭 直

大 庭 藤

月ヽ宮山 隆

小 松

博

人

雄

樹

勉

滝沢認ほか 3名

木 下 幸 男

黒 坂 藤 作

池 田 芳 人

小官山 貞 夫

鷲原重光ほか 2

名

滝 沢

吉 田

滝 沢

鷲 原

小 松

島 田

1要  田

小官山

小 松

滝 沢

腰 田

小 松

小 松

奥 原

滝 沢

月ヽ 松

島 田

町 田

滝 沢

小 松

小 松

者有所所場

地 番

3097貯
`Dl

3097貯
`D2

309司酢
`D4

3097辟
`D5

309番のロ

309番のニ

309番のホ

309番のヘ

309σDト

309番のチ

309番のタ

309番のル

309番のツ

309番のネ

309番のナ

309番のラ

309番のウ1

〃   2
310番のイ

310番のロ

310番のハ

310番のニ

310番のホ

310番のヘ

310番の ト

310番のチ

310番のリ

310番のヌ

310番のル

310番の 1

310番の 2

310番の 3

3107靡
`D4

310番の 7

311番

312番

313番のイ

313番のハ

名

勉

純

幸

三

里

寿

平

己

夫

寿

三

己

浩

男

伊

治

浩

平

治

純

男

吾

登

善

泰

千

正

要

正

貞

正

泰

正

　

和

信

茂

　

要

光

　

和

清

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃
‐

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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者有所地在所
名 称

市町村名 大字  字

塩田城跡 上田市 前山  上町

地番   地目  地積  住  所   氏    名

314番の1  山林  4,482上 田市大字前山494滝沢純ほか 1名

314番の口  原野  6,581m2 〃  〃 570小松浩ほか 3名

315番の1   畑  2,819  〃  〃 536小官山 長 徳

315番の2   〃   33  〃  〃 570小 松   浩

315番の3   〃   33  〃  ″ 391黒 沢 敏 夫

316番     〃   383  〃  〃 4341誌 原 虎五郎

317番        〃     383    〃   〃 375黒  坂  lξ太虫ド

318番   〃  158° 〃  〃 510安 藤 三 男

319番        〃    271    〃   〃 375黒  坂  lξ太li5

320番        〃     634    〃   〃  〃       〃

321番     ″  1,180  〃  〃 496春 原   巽

322番     〃  1,414  〃  〃 356小官山 隆 樹

323番     山林  204  〃  〃 355大 沢 次 郎

324番        大田    360    〃   〃  〃      〃

325番   〃  175 〃  〃 278奥 原 信 伊

326番        〃     664    〃   〃  〃       〃

327番        〃     763    〃   〃  〃      〃

328番        〃     697    〃   〃  〃       〃

329番    保安林 1,011  〃  〃 〃    〃

330番     山林  687  〃  〃 498黒 坂 英 樹

331番     ″   396  〃  〃 391黒 坂 敏 夫

332番        大田     347    〃    〃  353/1ヽ  Ll l 林  造

333番        〃    373    〃   〃 375黒  坂  1哲太虫ド

334番     〃   416  〃  〃 456池 田   誠

335番     〃   823  〃  〃 355大 沢 次 郎

336番   〃  452 〃  〃 278奥 野 信 伊l

337番の11  山林  938  〃  〃 406小 池 釣 夫

337番の2   〃   617  〃  〃 156小 池 清 喜

338番のイ、  畑   512  〃  〃 494滝 沢   諄

338番の口  山林  267  〃  〃 355大 庭 正 十

339番 の1   畑   277  〃  〃 〃    〃

339番の2   〃  1,216  〃  〃 〃    〃

340番   〃  1,087 〃  〃 278奥 原 信 伊

341番の1   〃   459  ″  〃 355大 庭 正 十

341番の2   〃   740  〃  〃 510安 藤 三 男

342番 のイ   〃  1,183  〃  〃 355大 沢 次 郎

342番の口   〃   112  〃  〃 〃   〃

342番のハ   〃   175  ″  〃 278奥 原 信 伊

343番の1  宅地 702,313  〃  〃 〃    ″

343番の2     火田    561    〃   〃  〃       〃

343番の口   〃   327  〃  〃 355大 沢 次 郎

344番   宅地  400 〃  〃 278奥 原 信 伊

345番の1   〃 446,280  〃  〃 345滝 沢 幸次郎

345番の口   畑   171  〃  〃 〃    〃

346番の1  宅地 442,346  〃  〃 355大 庭 正 十

346番の2   畑   228  〃  〃 〃    〃

-7-



者有地在所
名 称

市町村名  大字  字   地番   地目  地積  住  所   氏名又は名称

塩田城跡  上田市  前山  上町 346番の3  畑   264m2山 田市大
電認 大 庭 正 十

〃   〃     〃  〃  347番の1  〃   285  〃 〃 〃  、  〃

〃   〃     〃  〃  347番 の2  〃   66  〃 〃 278  奥 原 信 伊

〃     〃       〃    〃   348番      〃    413   〃  〃 505   黒 坂    勝

〃      〃        〃    〃   349番      〃   1,077   〃  〃  〃        〃

″      〃        〃    〃   350番     宅夢也 628,099   〃  〃  〃        〃

〃   〃     〃  〃  351番の1  畑   876  〃 〃 505  黒 坂 隼 人

〃   〃     〃  〃  351番 の2 宅地 127,966  〃 〃 〃     〃

〃   〃     〃  〃  352番 の1  畑   512  〃 〃 353  月ヽ 山 林 造

〃   〃     〃  〃  352番 の2  〃   195  〃 〃 356  小官山 隆 樹

〃   〃     〃  〃  352番 の3  〃   472  〃 〃 355  大 沢 次 郎

〃   〃     〃  〃  353番     宅地208,264  〃 〃 353  小 山 林 造

〃      〃        〃    〃   354番       〃 377,949   〃  〃  〃        ″

〃   〃     〃  〃  355番 の1  畑   231  〃 〃 355  大 庭 正 十

〃   〃     〃  〃  355番 の2 宅地 185123  〃 〃 〃     〃

〃   〃     〃  〃  355番 のイ  〃 327,272  〃 〃 〃  大 沢 次 郎

〃   〃     〃  〃  355番 のハ 1山林  191  〃 〃 〃     〃

〃   〃     〃  〃  355番 のハ2宅地 85,950  〃 〃 〃     〃

〃   〃     〃  〃  309番 のり 山林  4,019  〃 〃 496  春 原   巽

〃   〃     〃  〃  309番 のフ  〃  1,861  〃 〃 300  守   栄 真

〃   〃     〃  〃  309番 のサ  〃  1,861  〃 〃 450  鷲 原 徳 美

〃   〃     〃  〃  309番 の力  〃  1,861  〃 〃 300  守   栄 真

〃   〃     〃  〃  309番のコ  〃  2,568  〃 〃 〃     〃

〃   〃     〃  〃  309番の夕  〃  2,568.〃  〃 ″     〃

〃   〃     〃  〃  309番のキ  〃   608  〃 〃 479  滝 沢 正 明

〃   〃     〃  〃  309番 のイ  〃   608  〃 〃 430  黒 坂 邦 寿

〃   〃     〃  〃  309番 のハ  〃  2,568  〃 〃 449  鷲 原 重 光

〃   〃     〃  〃  309番 のソ  〃  6,042  〃 〃 372  木 下 幸 男

〃   〃     〃  〃  309番のレ  〃  6,548  〃 〃 785  月ヽ 松 武 義

社 会 教 育 課

○長野県教育委員会告示第 2号

支化財保護条例 (昭和35年長野県条例第43号)第 2条の規定により,

長野県史跡,長野県名勝又は長野県天然記念物に指定する。

昭和49年 1月 17日

1 長野県宝に指定するもの

次に掲げる文化財を長野県宝,

長 野 県 教 育 委 員 会

東筑摩郡波田町4,570番 の

1及び4,570番 の16

氏名又は名称

波 田 町

長野市篠ノ井字上石川

2,243番地

長野市篠ノ井字上石川

2,243番地

木造金剛力士像

-8-



長野県史跡に指定するもの

所 者有所地在

名 称

氏
跡

上
館

村
城

市町村名 大字  字

援破譜 坂城 木の下
地  番  地

1,143番の 1

1,143番の 2

1,143番の 4

1,143番の 5

1,144番

1,145番

1,146番の 3

1,146番の 4

1,146番の 5

1,146番の 6

1,147番 の 1

1,147番の 2

1,147番の 3

1,147番の 4

1,147番の 5

1,147番 のイの 2

1,148番の 1

1,148番の 2

1,148番 の 3

1,148番の 4

1,148番の 5

1,148番の 6

1,149番のイ

1,149番のロ

1,150番のイ

1,150番のロ

1,151番 の 1

1,151番 の 2

1,152番

1,153番

1,154番

1,155番の 1

1,156番

1,157番

1,158番の 1

1,158番 の 2

1,1597貯

1,160番

1,160番 の 2

833.05  〃

58     //

99。 40  〃

33    〃

24     //

33    〃

71.40  //

111.91 〃

109.50  /′

205.87 〃

33.15  //

73.12  〃

228.10  〃

271.07  〃

912.39  〃

46.28  //

192.73  /′

59.73 〃

148,76 〃

201.65  /′

515。 70 〃

158.68 〃

254.54  //

231.40  〃

53.05  〃

173.71 〃

307.44  〃

138。 84  //

66.12  //

畑 LM圃 矧 署査鍋 斎 藤 練 尭

宅地   185.12 〃 1,143番地 佐二木 繁 樹

畑   247.93 〃 1,126番地 ヨニ 月1 康 雄

〃   247.93 〃 あサ
3番地

汚野 水 健 司

境内地 2,819.60 〃 1,148番 地 満  泉  寺

墓地   72.73絆F亮び
瀬御影

中 沢 権 七

田

宅地

畑|

田

畑

田

宅地

畑

宅地

畑|

宅地

大田

694.22坂城町
脊露鰊

喘貯 蔵終 辰 夫

638.02 〃 1,257番 地 官 原 保 夫

99。 17 〃 1,146番 地 水 出 政 美

33.06 〃              〃

ぁ¥7番
地清 水 朝太郎

1,906番地 利l 田 康 男

1,160番地 島 田 一 夫

1,146番地 水 出 政 美

1,159番地 月ヽ宮山 勇 雄

1,148番地 金 山 虎 尾

″   満  泉  寺

1,156番地 月ヽ 林 久 り;

1,148番地 金 山 虎 尾

957番ナ也 7也 田 英 夫

1,056番地 吉 沢 定 一

ぉ¥7番
地清 水 朝太郎

1,148番地 満  泉  寺

1,143番地 佐二木 繁 樹

1,152番地 ガヽ官山 清 売

1,154番地 月ヽ 林 一 也

1,615番地 月ヽ 林 久 男

1,157番地 柳 沢 喜 市

1,148番地 満  泉  寺

ちザ
8番地

中 沢 喜代治

1,159番地 月ヽ宮山 澄 衛

1.160番地 島 田 房太郎

1,159番地 月ヽ官山 澄 衛
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者有所
名 称

郡市町村名  大字  字  地番  地目

銀歳謙 装製酔 坂城 木の下 1,161番   宅 地
〃  〃 大 官 1,162番 の2 宅 地
〃  〃  〃  1,162番 の口 雑種地
〃  〃  〃  1,163番 の] 宅 地
〃  〃  〃  1,163番 の2  田
〃  〃  〃  1,163番 の3  〃

〃  〃  〃 1,164番 のイの1  〃

〃  〃  〃  1,164番 の3 宅 地
〃   〃   〃  1,164番の1   大田
〃  〃  〃 1,164番 の口の2宅 地

〃  〃  〃  1,164番 のハ 池 沼

〃  〃  〃  1,164番 の2  灯1

〃  〃  〃  1,165番 の1 宅 地
〃  〃  〃  1,165番 の2  〃

〃  〃 栗 田 1,845番     〃

〃    〃    〃   1,846番 の 1    大田
〃  〃  〃  1,846番 の2   〃

〃  〃  〃  1,846番 の3   〃

〃  〃  〃  1,847番 の1  田

〃  〃  〃  1,847番 の2   〃

〃     〃     〃
    li:::こ :         

〃
〃     〃     〃

    ll:::][         
〃

〃    〃    〃   1,852番        畑|

〃  〃  〃  1,905番の1   田
〃  〃  〃  1,905番 の2   〃

〃  〃  〃  1,905番 の3 宅 地

〃  〃  〃  1,905番 の5  畑
〃  〃  〃  1,905番 の6  〃

〃  〃  〃  1,906番 の1   〃

〃  〃  〃  1,906番 の2 宅 地
〃  〃  〃  1,906番 の3  畑
〃  〃  〃  1,906番 の4 宅 地
〃  〃  〃  1,906番 の5  畑

〃  〃  〃  1,906番 の6 宅 地

〃  〃  〃  1,906番 の7  畑

菱出機り   〃  〃 山之神 "Tの
口号  原 野

〃 〃 〃 "ァの口号 〃
〃 〃 〃 "Tの口号 〃

地  積m2 住   所  氏名又は名称

"4%坂
城田

I査孟馨雑池田
370。 25 〃 1,846番 地 太 田

9.91 〃 10,046番地 坂

347.11 〃 4,527番地 川ヽ官山

218.18 〃   〃

66.12 〃   〃

112.40 〃 あf2番
地菱 田

亀 二

孝四郎

城  町

喜 重

59.50 〃

13.22 〃

52.89 〃

33.06 〃

36.36 〃

331.57 〃

122.54 〃

492.57 〃

135.54 〃

158.68 〃

95.87 〃

905。 79 〃

310.00 〃

1,182番地 菱 田 嫁

1,057番地 川ヽ官山 広

1,156番地 月ヽ宮山 正

ぁザ
2番地

菱 田 嫁

1,057番地 月ヽ宮山 広 作

1,165番地 月ヽ宮山 正 三

1,845番地 月ヽ宮山 徳 雄

1,846番地 太 田 孝太郎

1,183番地 可コ 〃ミ 政 夫

1,163〃  月ヽ官山 つ ね

瑳
906番の

和〉 田 康 男

879.34〃 1,895番地 伊 藤 常 治

522.32 〃   〃         〃

138.84 〃 あTO番
地

Jヒ 沢 多喜治

1,209.00 〃 1,957番 地 中 島 与平衛

1,090.00 〃   〃          〃

52.89 〃 6,249番ナ也
[[朦[量菅1査羹寄

46.28 〃 1,957番地 中 島 与八郎

46.28 〃   〃          〃

330.00 〃 1,148番 地 斎 藤 か つ

331..96 〃  〃   満  泉  寺

115。 70 〃 1,157番 地 期‖ 沢 喜 市

363.10 〃 1,906番地 神 田 康 男

132.23            国

495。 86 〃
 あT6番

地
山

6.61 〃 1,148番地 斎

109.09 〃  242番地 千

122.31 〃  353番地 水

13223〃  謬ヂ
地

荒

本 清 末

藤  カ ッ

野 隼之助

出 俊 治

井 滝 重

進

治

作

〓
一　
治
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者

名 称
瀾S市町村名 大字

菱出機ツ 襲破群 坂城
字   地 番   地日

山之神  "Tの
口号 原野

〃  907番 の口号の5 〃

〃  907番 の口号の6 〃
〃  907番の口号の20〃

〃  907番 の口号の21〃

〃  907番の口号の22〃

〃  907番 の 1号   〃

山 寺 929番のイ号  保安林

大 官 1,238番の2  〃

宮 沢 1,320番 の4   〃

〃      〃    3   〃

〃  1,321番 のチ号  〃

城下  1,734番    山林

〃  1,734番 の2  〃

〃  1,735番     〃

〃  1,737番     〃

〃  1,747番     〃

〃   1,748者卜       〃

〃  1,754番 の 1号  〃

〃  1,755番 の 1号  〃

〃   1,756の 1      〃

〃  1,757番 のイ号  〃

〃  1,757番 の口号  〃

地 積m2 住  所   氏名又は名称

99.17坂城町奄託馨梵 荒 ブキ 孝 義

115.70 〃  248番  千 野 興茂吉

112.40〃  謬ヂ地荒井滝重
105.78  〃     〃        〃

89.26〃  239番地 水 出 喜 作

112.40 〃  303番地 古 田 泰 子・

105.00 〃 10,046番地 坂  城  町

10,429.75 〃 1,825番 地 大  英  寺

L2)“ 〃 L D4番地 菅塔
元之助ほか

717.36 〃 1,054番 地 7也  田 周二郎

2,003.06 〃   〃          〃

1,190.06 〃 1,895番地,卜 藤 常 治
1,957.03〃  "雫地荒井澄夫
L%)2〃 査誦獣計小帥 制
3,328.93 〃李電努響

35/1、 '日1 英 雄
2,998.35 〃

馨竃
磯部454永 井 忠 光

3,649。 59暑量喜F晶暮騒押堺日善メJ耶

獅 嘲 聰
Ⅷ 月ヽ 出 睛

2,618.18〃  〃  小 出 玉 吉

2,161.00 ″   〃    /Jヽ  出 重 吉

3,236.37〃  〃  小 出 王 吉

3,236.37 〃  〃   小 出 寅 吉

戸合口 磯部

長野県名勝に指定するもの

所 有所在

郡市町村名

田立の滝 木
喜梨曽町

名 称

名 称

笠取峠の
マツ並木

住字

一エ

大
　
田

字  地 目

大野入 山 林

地    積興2

248,600
117林 班、118林班、
125林班、126-1
林班及び126-2
林班

氏名又は名称

国

長野県天然記念物に指定するもの

所    在 者有所地

所郡市町村名

北佐久郡

立 科 町

大字

声田

字  地 番   地目

番屋 3797番 の2  田

〃 3798番の2  畑

〃 3799番の2  〃

〃 3800番の2   〃

〃 3810番   雑種地

地積m2

26

36

69

92

462

氏名又は名称

国

― - 11 -―



有在
名 称

郡市町村名 大字  字   地 番   地目   地積m2 住  所

等9霊呆 豊峰各群 芦田 極 楽 坂 3853番    雑種地   277

″  〃 下植木沢 3857番     〃    19
〃  〃  〃  3859番の2  〃   446
〃  〃  〃  3860番の2  〃   297
〃  〃 常 安 平 3862番     畑   105、
〃  〃  〃  3884番   雑 種 地  171
〃  〃 中植木沢 3885番     〃   773
〃  〃  〃  3887番の2  田   261
〃  〃 上常安平 3896番    雑 種 地  826
〃    〃  牛喰堰添 3914番        〃      423
〃  〃 上植木沢 3915番    並木敷地  119
〃  〃  〃  3916番の2  畑    56
〃  〃  〃  3922番の2   〃   515
〃 〃 〃 3924番の1〃  565尭夕単墓7b字芦

田
〃  〃  〃  3924番の2  〃    89
〃  〃  〃  3926番   並木敷地  145
〃 ″

堰ぐ
沢3933番の1 畑  535表酎暮奄

字芦田
〃  〃  〃  3941番   並木敷地  608

0   〃    〃 ιト   ロ食 39421番       〃     304
〃  〃 上 牛 喰 3987番 の2 山  林  661
〃  〃  〃  3990番   並木敷地  310
〃  〃  〃  3991番の2  畑    76
〃  〃 東 谷 硲 3992番 の2  田   330
〃  〃  〃  3998番の2   〃   122
〃  〃  〃  4003番の2  〃   518
〃 〃 〃 4004番 の2〃  353
〃  〃  〃  4005番の2  〃    92
〃  〃  〃  4006番   並木敷地  409

芳   芳 
下
す
頭

 1:::馨:〔   用   1,2〔: 尭纏1奄
字芦田

〃 〃 ″ 4029番の 2″  82〃
〃  〃 菖蒲沢口 4180番の 3  田   386

5早り曇
の
書、蒙剰1戸隠 西  原  2039番の 2 原   野  1,256

小泉、下塩
尻及び南条 _上 田市 月ヽ泉 駒  場 2675i番の 1 山  林  430 圭轟:[奄

宇月ヽ泉

の岩鼻
〃  〃  〃  2675番の 2  〃_  317  〃

〃  〃  ″  2678番のイ号 原 野   205  〃

〃 〃 〃 2676番  〃  225〃 2313番地

〃 〃 〃 2677番  〃  231〃 2337番地

〃 〃 〃 呈

'房

『Fの
口 〃 902〃 2844番地

氏名又は名称

国

滝 沢 忠 一

国

古 畑 徳 松

国

西野入 秀三郎

国

国

石 井   武

半過 財産組合

一
重

圭

佐

野

野

上

上

〃  ザ78番の口号の〃   155



有地
名 称

]‖S市町村名 大字 字

小泉、下塩
尻及び南条 上田市 小泉  駒場
の岩鼻

〃     〃   影  通

2679番の1 山 林

2679番の2   〃

2679番の5  〃

2679番の17  〃

2679番の7   〃

2679番の8  〃

2679番の15  〃

3327番の1   ″

3327番の3  〃

3327番 の5  〃

3327番 の2  〃

1103番の口号の1 〃

1103番の口号の2 〃

34番の 1号   〃

地積m2 住  所

1972  
票尭昇暮奄

字 /Jヽ

275  〃 2319番地

392  〃 2337番地

90    ″   〃

837  〃 2334番地

440    〃   〃

51  〃 2372番地

55,346  ″ 2844番地

2,595    〃   〃

327    〃   〃

2,747 拳現富介電暮奄
16,023 」i::新下塩
400     〃

20,509 埴科郡坂城町

ナ也目番地 氏名又は名称

上 野 真喜男

野 日出雄

野 佐 一

原 たけを

上 野 武 一

半過 財産組合

小県郡財産管理
組合

下 塩 尻 区

上

上

〃 下塩尻 岩鼻

装破碑 南 条 会 地 城坂

1 文 弘 |
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